
泉
せんにゅうじみち

涌寺道

良い店には良い職人がいる。これが「京都らしさ」なのだろうか。
本物を知る「京おんな」のためのフリーマガジン。

2015
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01

　
「
東
京
で
や
っ
た
ら
絶
対
成
功
し
ま
す
よ
」。
ま

ん
ざ
ら
祇
園
店
や
本
店
に
来
る
出
張
客
か
ら
度
々

聞
か
さ
れ
た
甘
言
に
、
木
下
社
長
が
長
年
抱
い
て

い
た
東
京
進
出
の
思
い
は
加
速
。
好
調
な
業
績

の
勢
い
に
乗
り
、
西
麻
布
の
1
棟
貸
ビ
ル
と
月

1
2
0
万
円
で
賃
貸
契
約
を
結
ん
だ
。
内
装
工
事

に
6
千
万
円
を
投
下
、
3
フ
ロ
ア
と
屋
上
を
使
っ

た
か
つ
て
な
い
規
模
で
ま
ん
ざ
ら
亭
が
華
々
し
く

東
京
進
出
、
京
都
を
飛
び
出
し
、
さ
ら
に
大
き
く

飛
躍
！　
の
は
ず
だ
っ
た
。
常
に
冗
談
を
交
え
つ

つ
に
こ
や
か
に
話
す
社
長
が
、
い
ざ
東
京
の
話
に

な
る
と
、
そ
の
表
情
も
一
変
、
反
省
モ
ー
ド
に
突

入
す
る
。

　
「
客
単
価
も
上
げ
ず
に
手
軽
で
こ
じ
ゃ
れ
た
店

を
作
っ
た
け
ど
、
実
際
は
お
金
持
ち
が
多
い
エ
リ

ア
で
、
ヨ
イ
シ
ョ
し
て
盛
り
上
げ
れ
ば
い
っ
ぱ
い

お
金
は
使
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。概
ね
順
調
だ
っ
た

最
初
の
2
年
で
社
長
の
東
京
で
の
交
友
関
係
が
広

が
っ
て
い
く
。
I
T
関
係
や
不
動
産
、
貿
易
関
係

な
ど
、
東
京
で
成
功
し
て
い
る
お
金
持
ち
と
の
付

き
合
い
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
日
曜
日

を
休
み
に
し
て
、
東
京
の
2
店
舗
目
の
場
所
探
し

を
す
る
一
方
で
、
馴
染
み
に
な
っ
た
夜
の
蝶
た
ち

か
ら
の
お
誘
い
も
増
え
て
い
く
。「
や
っ
ぱ
り
ウ
チ

の
店
に
お
金
持
ち
の
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て
く
れ

る
か
ら
断
れ
へ
ん
し
ね
、
あ
と
は
や
っ
ぱ
り
別べ
っ
嬪ぴ

ん

さ
ん
や
し
自
分
も
嬉
し
い
ね
ん
（
笑
）。
寿
司
を

ご
馳
走
し
て
4
万
、
同
伴
で
女
の
子
の
店
に
行
け

ば
10
何
万
、
社
長
友
達
と
は
北
海
道
に
ゴ
ル
フ
旅

行
、
店
に
も
出
ず
に
そ
の
ま
ま
遊
ん
で
」。
そ
れ

で
も
東
京
進
出
か
ら
2
年
後
に
は
、
京
都
祇
園
で

新
店
「
隠
」
を
ス
タ
ー
ト
、
大
人
の
隠
れ
家
を
テ

ー
マ
に
、
ゆ
っ
く
り
と
個
室
で
二
人
鍋
を
つ
つ
け

る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
評
判
の
人
気
店
だ
。
開

店
当
初
は
な
か
な
か
上
向
か
な
か
っ
た
「
隠
」
の

フ
ォ
ロ
ー
で
京
都
に
戻
っ
て
き
て
い
る
間
も
、
い

つ
の
間
に
か
東
京
の
華
や
か
な
交
友
が
楽
し
み
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
言
う
。
売
上
が
下
火
に

な
っ
て
い
た
東
京
の
店
は
、
3
年
目
は
ど
う
に
か

持
ち
こ
た
え
た
も
の
の
、
4
年
目
に
大
赤
字
を
計

上
。
将
来
の
た
め
の
人
脈
づ
く
り
だ
と
言
い
聞
か

せ
て
、
交
際
費
を
散
財
し
続
け
た
社
長
も
、
真
っ

赤
な
数
字
に
直
面
し
て
我
に
返
り
、
4
年
半
で
東

京
か
ら
撤
退
。
社
長
の
元
に
は
、
幹
部
社
員
や
家

族
か
ら
の
非
難
の
嵐
と
、
猛
烈
な
自
己
嫌
悪
が
訪

れ
る
。「
京
都
と
違
っ
て
人
の
目
も
気
に
せ
ん
で

い
い
し
、
有
頂
天
で
地
に
足
が
つ
い
て
な
か
っ
た
。

付
き
合
い
を
優
先
し
て
店
に
気
を
配
ら
な
い
自
分

に
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
最
低
や
ね
」。

　
京
都
で
培
っ
て
き
た
、
労
を
惜
し
ま
な
い
心
配

り
で
店
に
客
を
呼
び
、
い
く
つ
も
の
新
店
を
軌
道

に
乗
せ
て
き
た
木
下
社
長
。
大
都
会
東
京
の
魔
性

が
、「
真
面
目
に
地
道
に
」
と
い
う
彼
の
鎧
を
脱
が

せ
、
見
事
に
斬
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

cultureindustrialcraft store

祇園店とはまた違った趣があるのが「隠
KA/KU/RE」。大正時代、旦那衆の隠れ家
として使われたという、まさに祇園の隠れ
家。全室個室だからゆっくりとくつろげる。

ま ん ざ ら 、夢 で も な い 話

第12回　東京の魔性が脱がせた社長の鎧

京都で「まんざら亭」といえば、
デートで使える和モダン居酒屋の先駆者。
10店舗を運営するまでになったこれまでの “ 一筋縄では
いかない ” 道のりを、社長の木下博史氏に語ってもらいます。
“ 一本筋の通った ” 何かが隠れていそうです。

木下博史
きのした・ひろし／株式会社ス
テップ代表取締役。京都調理師
専門学校（学校法人大和学園）
卒業後、27 歳でまんざら亭 1
号店を開業。現在、京都市内 10
店舗を展開するまんざらグルー
プ代表としての活動の傍ら、今
も三条高倉店の厨房に立ち、現
場感覚を大切にしている。京都
市出身の 1957 年生まれ。

隠 KA/KU/RE
京都市東山区祇園町南側 570-8 
☎ 075-532-3033 ／ 17 時
～ 24 時 ／ 不 定 休 ／ www.
manzara.co.jp

eat+drink



醸
造
の

は
な
し

京
都
の
文
化
を
再
発
見
！

酒
で
人
の
心
に
喜
び
を
つ
な
げ
た
い
。

京
都
伏
見
の
流さ

す
ら離

い
の
利
酒
師
が
語
る
、
熱
い
想
い
。

中畝酒店
京都市伏見区深草直違橋6-291
☎075-641-5556

プロフィール
店主 中畝康博
利酒師　ワインソムリエ
PADIスクーバダイビングインストラクター
海中熟成酒プロジェクト

　ロシア皇帝が愛飲した「エドシ
ック・モノポール」という伝説の
ワインがあります。第一次世界大
戦中にスウェーデン沖で撃沈され
た貨物船に積まれていたそのシャ
ンパンは、海底で眠りにつくこと
80年、いくつもの偶然が重なりあ
って最適な保存環境下で熟成され
た“奇跡のワイン”でした。
　物語ではなく現実世界において、
海と熟成酒の不思議なエピソード
が存在し、人々に夢とロマンを与
えてくれました。そんなロマンチ
ックな願いを再現しようと2年に及
ぶ実験の末、日本の南伊豆の海底
に実際に沈められたワインがあり
ます。海より誕生した美しい女性
をイメージして「SUBRINA」と名
付けられたそのワインは、海底20
メートルのワインセラーで約7ヶ月
間の熟成を終え、引き揚げられま
した。水圧に耐えるボトル、飛ば
ないように特殊加工されたコルク
など、いくつもの苦難を乗り越え
たサブリナは、ボトル表面にフジ
ツボや石灰藻が付着し、まるで星
空のような世にひとつだけの装飾
を纏い、ロマンの証を見せてくれ
ています。このプロジェクトに採
用されたのは、南アフリカ、クル
ーフワイナリーのシラー。最高品
質のワインは、ストレスと戦いな

がらも自力でコンディションを戻
し、熟成していくという特性があ
ります。果実味が強く、タンニン
の組成が細やかで凝縮した味わい
の、世界中に熱狂的なファンがい
るフルボディの赤ワインです。
　ワインに精通したプロによって
行われた試飲会では、通常の地上
セラーと海底熟成のサブリナとの
飲み比べが行われ、海底熟成の方
が、「酸味が落ち着き、風味に深み
がある」、「味わいが調和して一体
感がある」等の評価を得ています。
　奇しくも、サブリナを海底熟成
させた南伊豆の風景は、南アフリ
カケープタウンの沿岸によく似て
いると言います。そのコントラス
トはサブリナを故郷の海の記憶へ
と誘い、その極上の味に触れた人
を、海と熟成酒が織り成すロマン
いっぱいの物語へと導いてくれる
ことでしょう。
　これからもお酒の文化を世界に
発信していく決意表明と、店頭で
は京都で唯一サブリナを取扱う酒
店の店主としてのパッションを表
現しようと、今回のスタイルは、
サブリナの故郷、遠く南アフリカ
に思いを馳せ、「チャイハネ」（世
界のエスニック衣装と言えばコ
コ！）さんの協力で、フォークロア
で決めてみました！

海底熟成ワイン S
サブリナ

UBRINA
海が魔法をかけた伝説のワイン

vol.4 

地球の息遣いに
魂が踊りだす！
ドラマチックなワイン 
SUBRINA登場!!
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特
集  

泉
涌
寺
道
か
ら
半
径
5
0
0
m
を

歩
い
て
ま
わ
る
。

ま
ん
ざ
ら
、
夢
で
も
な
い
話

バ
ス
停
コ
ラ
ム
「
京
家
コ
ロ
ッ
ケ
」

16
　

齋
華

14
　

ニ
シ
ダ
や

12
　

う
お
市

10
　

梅
香
堂

8
　

澤
正

6
　

1
　

ま
ん
ざ
ら
亭

C
H
I
M
E 

K
Y
O
T
O

4

ギ
ャ
ラ
リ
ー
N
78

醸
造
の
は
な
し

2

中
畝
酒
店

う
す
く
ち

42

松
野
醤
油

「花がくれの里 」
絵：森  華

今号の表紙
京都の女性、いわゆる「京おんな」は、本物志
向のこだわり屋として知られています。
昔から、京都の本物を支えてきたのは、伝統的
な職人の技です。私たちは、京都の土壌におけ
る、「職人」というキーワードに着目し、独自
の哲学、こだわりを持った人々を現代の「職人」
と定義しました。そして、あるバス停から半径 
500ｍに限定し、足で歩いてじっくり探索。

本物志向を満足させられる店には、やはり良い
「職人」がいる、ということに気付きました。
そして、この制作姿勢とコンセプトは、特集以
外の全連載、全コラムにも寸分違わず息づいて
います。自分たちの足で稼いで確かめた、類い
まれな職人の価値観と、そこで再発見した「京
都らしさ」。この感動と面白さを読者の皆様に
ご紹介しようと思います。

　東の山すそ日も落ちて、そぞ
ろ歩けばあれふしぎ、ぼんぼり
桜が灯りだす。うす紅色した花
びらの千枚万枚その先に、見え
た見えたよかくれ里。今日のゆ
うげが香ばしい。
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子
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の
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守
り
た
い
マ
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の
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京
都
ホ
ル
モ
ン
焼
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ヨ
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こ
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〜
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領
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25
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こ
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ム
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ず
っ
と
一
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に
暮
ら
す
モ
ノ

31

家
具
の
浜
野
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田
舎
生
活
コ
ラ
ム
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店
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E
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カ
ラ

41
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ち
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上
賀
茂
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温
泉
春
旅
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ら
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
と
て
も
楽
し
く
て
、
わ
く
わ

く
し
ま
し
た
」。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心

に
数
十
ヶ
国
を
旅
し
、
そ
の
地
で
多

く
の
ア
ー
ト
に
触
れ
て
来
た
米
山
さ

ん
。子
ど
も
の
頃
か
ら
ア
ー
ト
そ
の
も

の
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
生
み
出
す

創
作
過
程
に
も
興
味
が
あ
っ
た
。
そ

ん
な
彼
女
に
と
っ
て
、
作
家
の
思
い

を
直
接
感
じ
取
れ
る
こ
の
仕
事
は
、

何
よ
り
楽
し
い
の
だ
そ
う
。

　

西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
骨
董
に
も

造
詣
が
深
い
が
、
肩
肘
張
ら
ず
着
物

を
粋
に
着
こ
な
す
の
も
、
米
山
さ
ん

の
特
技
の
ひ
と
つ
。
伝
統
も
芸
術
も

堅
苦
し
さ
を
排
除
し
て
、
現
代
の
洒

落
た
目
線
か
ら
ア
レ
ン
ジ
す
る
セ
ン

ス
は
抜
群
だ
。

　
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
無
色
透
明
な
キ
ャ

ン
バ
ス
で
す
」。
作
り
手
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
こ
こ
で
存
分
に
表
現
し
て
ほ

し
い
。

　

白
川
通
と
北
大
路
通
の
交
差
点

を
、
少
し
南
へ
歩
い
た
東
角
。
春
に

は
新
緑
が
美
し
い
通
り
の
一
角
に

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
N
78
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
オ
ー
ナ
ー
は
、
旅
と
ア
ー
ト

を
愛
し
て
や
ま
な
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

女
性
、
米
山
真
由
美
さ
ん
。
祗
園
で

ワ
イ
ン
バ
ー
を
営
み
な
が
ら
、
多
く

の
人
と
知
り
合
い
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
模
索
し
て
い
く
う
ち
に
、

こ
の
場
所
に
辿
り
着
い
た
。

　
「
現
在
あ
る
、こ
の
時
間
と
空
間
を

愉
し
ん
で
ほ
し
い
」。
オ
ー
プ
ン
後
す

ぐ
の
華
や
か
な
展
示
は
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
生
花
の
個
展
。
米

山
さ
ん
が
よ
く
行
く
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ

ッ
プ
の
松
村
さ
ん
が
、
生
徒
さ
ん
た

ち
と
一
緒
に
ア
レ
ン
ジ
や
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
大
胆
に
表
現

し
た
。

　
「
開
催
前
に
作
家
さ
ん
と
の
打
合

せ
で
、
作
品
へ
の
思
い
を
聞
き
な
が

ギャラリーは無色透明なキャンバス。
chapter.2

ギャラリーN78
米山真由美さん

素敵なモノをみつけて、
少しテンションが上がったり。
その後なんだか前向きになって、
思い出し笑いをしたり。
そんな小さなハッピーが、
ずっと続けばいいなぁ…。

米山真由美 
Mayumi Yoneyama

京都市左京区一乗寺
白川北大路下ル東側
☎ 090-1891-0078
gallery-n78.com
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コンビニ

京都女子大学
智積院

三十三間堂
（蓮華王院）

新熊野神社

そば菓子処  澤正

浄心寺

大谷中・高

光瀬寺 剣神社

消防署

スーパー

コンビニ
鳥戸野陵

即成院

妙覚寺

洞雲寺

丈六戒光寺

新善光寺

泉涌寺

雲龍院

大雲院南谷別院
東福寺

東福僧堂

愛染堂

即宗院

天得院

同聚院

霊雲院

一華院

通天橋

大機院

栗棘庵

退耕庵 海蔵庵

柳原銀行
記念資料館

勝林寺

京都第一赤十字病院

楊貴妃観音堂

法音院

養源院

後白河天皇
法住寺陵

JR東海道本
線

JR東海道新幹線

京
阪
本
線

J
R
奈
良
線

東福寺駅
東福寺駅

鴨

阪神高速8号京都線
鴨東出入口

川

泉涌寺道

醍醐道

日吉南道

日吉南道大
和
大
路
通

東
大
路
通

九条通

師
団
街
道

本
町
通

八条通

新
町
通

塩小路通

琵
琶
湖
疏
水

月輪

東福寺道

塩小路橋

東福寺

今熊野

市バス

泉涌寺道

泉涌寺道

208207

市バス

京都駅前
乗車約17分
地下鉄烏丸線・JR
京都駅

市バス

七条京阪前
乗車約6分
京阪本線
七条駅

市バス

大石橋
乗車約4分
地下鉄烏丸線
九条駅

市バス

東福寺
乗車約1分
JR奈良線・京阪本線
東福寺駅

市バス

四条烏丸
乗車約24分
地下鉄烏丸線
四条駅

市バス

四条京阪前
乗車約16分
京阪本線
祇園四条駅

202

208207202

市バス

烏丸丸太町
乗車約29分
地下鉄烏丸線
丸太町駅

市バス

東山三条
乗車約17分
地下鉄東西線
東山駅

梅香堂
P08

ニシダや
P12

そば茶寮 澤正
P06

齋華
P14

京家
P16

うお市
P10

泉涌寺でお参りをして、京都駅まで見通せる線路を見おろしながらてくてくと。
京女の学生や、老人がゆっくりと行き交う姿もちらほら。
シャッターが目立つ商店街の中に、細いお宮さんの脇に、東西に伸びる坂道に、
職人がにっこりとして隠れていました。祗園より南のとても京都らしい町。

せ ん に ゅ う じ み ち

泉涌寺道
きょうじょ
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SAWASHO

SHOZou

SAW
ADA

瀟洒なお屋敷でいただく、そば会席。

「一生懸命つくった料理の説明やから、
うれしいに決まってますやん！」。

澤正　経営者・料理人　澤田正三
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12

3

　

泉せ
ん
に
ゅ
う
じ

涌
寺
道
の
バ
ス
停
か
ら
、
剣つ
る
ぎ

神
社
へ
続
く

勾
配
を
登
っ
た
先
に
現
れ
る
和
洋
折
衷
建
築
。

レ
ト
ロ
な
洋
館
を
従
え
た
、
破
風
造
り
の
お
屋

敷
が
澤
正
だ
。
古
代
紫
の
暖
簾
に
は
梅
の
花
び

ら
の
紋
が
く
っ
き
り
と
染
め
抜
か
れ
て
い
る
。

　

梅
の
花
と
い
え
ば
、
そ
ば
ぼ
う
ろ
と
同
じ
だ
。

　
「
父
が
そ
ば
菓
子
職
人
だ
っ
た
ん
で
す
。
昔

は
店
舗
を
も
た
ず
、
京
都
市
内
の
有
名
な
そ
ば

屋
さ
ん
の
下
請
け
を
し
て
い
ま
し
た
」。

　

そ
ば
茶
寮
・
澤
正
を
経
営
す
る
澤
田
正
三
さ

ん
は
こ
う
振
り
返
る
。
兄
も
父
と
同
じ
菓
子
職

人
の
道
を
選
び
、
家
業
を
継
ぐ
必
要
が
な
い
と

思
っ
た
澤
田
さ
ん
は
、
同
志
社
大
学
で
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
情
熱
を
傾
け
る
。
卒
業

後
は
ス
ポ
ー
ツ
用
品
会
社
で
営
業
を
担
当
し
た
。

　

29
歳
、
起
業
の
た
め
に
澤
田
さ
ん
は
会
社
を

辞
め
る
。
仕
事
が
始
ま
っ
た
ら
忙
し
く
な
る
か

ら
と
、
実
家
に
立
ち
寄
っ
た
そ
の
と
き
が
、
今

思
え
ば
人
生
の
分
か
れ
目
だ
っ
た
。

　
「
父
に
『
ち
ょ
っ
と
営
業
を
手
伝
っ
て
く
れ

へ
ん
か
』
と
頼
ま
れ
て
。
軽
い
気
持
ち
で
引
き

受
け
た
と
こ
ろ
、
同
じ
職
人
同
士
、
父
と
ぶ
つ

か
り
が
ち
だ
っ
た
兄
が
実
家
を
離
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
残
さ
れ
た
僕
に
は
一
大
事
で
し
た
」。

随
筆
家
の
薫
陶
を
受
け
て

鍛
え
上
げ
た
セ
ン
ス
と
味

　

結
局
起
業
を
あ
き
ら
め
て
、
澤
田
さ
ん
は
実
家

で
そ
ば
菓
子
の
販
売
に
力
を
入
れ
る
。
同
時
に
そ

ば
菓
子
作
り
と
そ
ば
打
ち
を
学
び
始
め
る
。

　
「
そ
ば
ぼ
う
ろ
は
一
年
中
同
じ
味
に
感
じ
る
で

し
ょ
う
が
、
夏
と
冬
で
は
別
の
お
菓
子
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ほ
ど
配
合
を
変
え
て
る
ん
で
す
」。　

　

30
代
の
澤
田
さ
ん
が
薫
陶
を
受
け
た
人
物
が
、

京
料
理
に
関
す
る
随
筆
で
知
ら
れ
る
大
正
生
ま
れ

の
文
筆
家
、
大
村
し
げ
さ
ん
だ
。
教
わ
っ
た
の
は

器
や
骨
董
、
京
都
の
食
文
化
だ
け
で
は
な
い
。
菓

子
も
そ
ば
も
彼
女
の
Ｏ
Ｋ
が
出
る
ま
で
は
店
で
出

さ
な
か
っ
た
。

　
「
あ
の
美
食
家
の
大
村
さ
ん
が
、
僕
の
打
っ
た

そ
ば
を
、
毎
晩
一
本
も
残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
る
わ

け
で
す
。『
こ
れ
ほ
ど
の
方
に
ま
ず
い
そ
ば
を
食

べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
』、そ
れ
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
な
り
、
上
達
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
」。

　

あ
る
晩
、
そ
ば
を
食
べ
た
大
村
さ
ん
が
「
あ
ん

た
、
い
け
る
え
」
と
言
っ
た
。
澤
田
さ
ん
が
そ
ば

菓
子
屋
の
２
階
で
、
打
ち
立
て
の
そ
ば
を
供
し
始

め
た
の
が
35
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

そ
ば
と
出
汁
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
。

得
意
分
野
で
勝
負
す
る

　

澤
田
さ
ん
が
茶
寮
・
澤
正
を
開
い
た
の
は
49

歳
。
調
理
師
学
校
に
通
っ
た
経
験
は
な
い
が
、

味
覚
の
セ
ン
ス
と
出
汁
の
味
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

の
器
に
自
信
が
あ
っ
た
。
八
寸
か
ら
小
鉢
、
菓

子
ま
で
、
山
科
の
朝
穫
り
野
菜
と
そ
ば
尽
く
し

の
創
作
会
席
で
客
を
も
て
な
し
た
い
と
思
っ
た
。

　
「
49
歳
か
ら
数
え
て
10
年
で
す
。
同
じ
10
年
目

で
も
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
回
数
は
若
い

料
理
人
よ
り
絶
対
僕
の
ほ
う
が
多
い
。『
大
い
な

る
新
人
』
の
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
ま
す
」。

　

料
理
を
介
し
た
お
客
様
と
の
真
剣
勝
負
は
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
感
覚
に
似
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
澤
田
さ
ん
は
言
う
。
毎
回
お
客

様
に
メ
ニ
ュ
ー
の
話
を
す
る
の
が
楽
し
く
て
仕

方
が
な
い
と
、
少
年
の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
る
。

　
「
自
分
が
一
生
懸
命
つ
く
っ
た
料
理
の
説
明
や

か
ら
、
う
れ
し
い
に
決
ま
っ
て
ま
す
や
ん
！
」。

１／手打ちの二八そば。北海道黒松内町の落合勝雄さんか
ら取り寄せた石臼挽きのそば粉を使用。来店客とのご縁か
ら、仕入れ先を紹介してもらうことも少なくない。２／八
寸は山科にある農園の地野菜を中心に組みたてる。季節野
菜の和スープはだしが効いて滋味があふれる。地元・清水
焼の小皿にも注目したい。３／雰囲気のある洋室。茶寮で
は随時、墨絵や絵画展など催し物を行っている。

「
大
い
な
る
新
人
」
で
あ
る
こ
と
が
強
み
で
す

澤正

京都市東山区今熊野剣宮町33-22
☎ 075-561-4786 ／ 12 時～ 14 時
半（入店）、18 時～ 19 時半（入店）
／定休日：奇数月は水曜、偶数月は火
曜／ http://sawasho.jp/
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BAIKOUDOU

京都女子大生が足しげく通う甘味処。

「梅香堂に生まれなくても、
きっと甘いもの屋をしていたと思います」。

梅香堂　店主　平岡千賀子

CHIKAKO
HIRAO

KA
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赤
い
ギ
ン
ガ
ム
チ
ェ
ッ
ク
の
エ
プ
ロ
ン
を
し
た
、

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
色
白
の
お
嬢
さ
ん
が
注
文
を
聞

き
に
来
た
。
東
大
路
沿
い
に
あ
る
甘
味
処
・
梅
香

堂
は
ご
近
所
の
京
都
女
子
大
学
、
通
称
京き
ょ
う
じ
ょ女
の
学

生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
引
き
継
ぐ
。

　
「
大
学
の
友
達
も
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
る
ん
で

す
」、
み
ん
な
の
お
目
当
て
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
。

焼
き
手
は
店
主
の
平
岡
千
賀
子
さ
ん
だ
。

研
究
熱
心
な
父
か
ら

伝
え
ら
れ
た
レ
シ
ピ

　

オ
ー
ダ
ー
が
入
っ
て
か
ら
、
平
岡
さ
ん
は

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
生
地
を
つ
く
る
。
自
分
で
ブ

レ
ン
ド
し
た
薄
力
粉
と
ふ
く
ら
し
粉
、
牛
乳
や

卵
を
手
際
よ
く
混
ぜ
て
、
鉄
板
上
の
正
円
の
型

へ
す
る
り
と
流
し
込
む
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
む
く
む
く
生
地
が
ふ
く

　

１
９
５
３
年
、
父
親
の
隆
さ
ん
が
梅
香
堂
を

創
業
し
た
当
初
は
、
店
頭
で
和
菓
子
を
商
っ
て

い
た
。「
お
客
様
に
休
憩
が
て
ら
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
け
る
も
の
を
」
と
、
洋
食
が
ま
だ
新

し
か
っ
た
時
代
に
隆
さ
ん
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を

メ
ニ
ュ
ー
に
載
せ
た
。
研
究
熱
心
な
隆
さ
ん
が

焼
く
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
は
評
判
に
な
り
、
近
く
の

京
女
の
学
生
を
は
じ
め
、
近
所
の
人
に
愛
さ
れ

る
梅
香
堂
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
。

父
親
譲
り
の
凝
り
性
で

新
作
を
生
み
出
す

　
「
父
の
と
き
は
小
倉
と
バ
タ
ー
と
ク
リ
ー
ム

の
３
種
で
し
た
が
、
私
の
代
に
な
っ
て
フ
ル
ー

ツ
や
バ
ナ
ナ
チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
ま
し
た
」。

　

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
と
ぜ
ん
ざ
い
は
父
の
味
を
受

ら
み
始
め
る
。
型
か
ら
あ
ふ
れ
る
ま
で
待
っ
て

く
る
り
と
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
こ
ん
が
り
き
つ

ね
色
の
満
月
が
顔
を
見
せ
る
。

　

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
は
二
枚
重
ね
、
上
段
中
央
で

絞
っ
た
バ
タ
ー
が
ゆ
る
り
溶
け
て
い
く
。
メ
ー

プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
た
っ
ぷ
り
か
け
る
と
、
浸
み

込
み
の
均
一
さ
に
驚
く
。
生
地
の
き
め
が
細
か

く
な
い
と
こ
う
は
い
か
な
い
。

　

ナ
イ
フ
で
切
り
分
け
て
、
い
そ
い
そ
と
口
に

運
ぶ
。
バ
タ
ー
と
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
た
っ

ぷ
り
吸
い
こ
ん
だ
幸
せ
な
塊
が
口
内
で
弾
む
。

あ
あ
、
ま
さ
に
プ
ロ
の
味
だ
。

　
「
父
の
代
か
ら
50
年
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
焼

き
続
け
て
い
ま
す
。
レ
シ
ピ
は
父
直
伝
で
す
。

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
自
分
で
ブ
レ
ン
ド
し
て

い
ま
す
。
バ
タ
ー
を
は
じ
め
、
原
材
料
の
仕
入

れ
先
は
ず
っ
と
変
え
て
い
ま
せ
ん
」。

け
継
ぐ
が
、
平
岡
さ
ん
が
開
発
し
た
メ
ニ
ュ
ー

も
見
逃
せ
な
い
。
自
信
作
は
小
倉
抹
茶
ゼ
リ
ー

パ
フ
ェ
。
抹
茶
ゼ
リ
ー
に
た
っ
ぷ
り
か
け
た
濃

い
抹
茶
ソ
ー
ス
が
、
乳
脂
肪
分
控
え
め
の
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
を
際
立
た
せ
る
。

　

平
岡
さ
ん
に
新
作
を
生
み
出
す
秘
訣
を
尋
ね

る
と
、
自
分
の
好
き
な
も
の
を
出
し
て
い
る
だ

け
で
す
よ
、
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
「
甘
味
処
の
２
代
目
だ
か
ら
で
は
な
く
て
、

自
分
が
食
べ
る
の
が
好
き
だ
か
ら
こ
の
お
店
を

や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
も
し
梅
香
堂
の
家
に
生

ま
れ
な
く
て
も
、
き
っ
と
な
に
か
甘
い
も
の
屋

さ
ん
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」。

　

深
夜
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
粉
を
ふ
る
い
、
翌

朝
７
時
か
ら
抹
茶
ゼ
リ
ー
の
仕
込
み
を
始
め
る
。

凝
り
性
で
、
決
し
て
手
を
抜
く
こ
と
の
な
い
平

岡
さ
ん
の
性
分
は
、
父
親
譲
り
だ
。

50年、父の代からの
ホットケーキ。

１／父が味を決めたぜんざいもファンが多い。さらりとした粒が残
る京都風、焼き立ての餅と一緒に。２／写真はバターホットケー
キ。トッピングでは小倉バターが人気だ。ちなみに、アルバイトに
は好きなだけ食べていい特典があるそう。３／東大路沿いの店構え。
「ホットケーキを冬限定メニューにしているのは、夏にかき氷が始
まるから。仕込みが大変すぎて、両立はできないんです」

梅香堂

京都市東山区今熊野宝蔵町６／
☎075-561-3256 ／ 10時 ～
17時半（L.O.）／定休日：火曜
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UOICHI

HIROAKI
OKANO

ハモの見方が変わる、ハモ料理専門店。

「みんなに食べてほしいねん。
ハモ阿

あ

呆
ほ う

やさかいに」。
うお市　店主　岡野裕明
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34

　

京
都
の
夏
の
名
物
と
い
え
ば
、
湯
引
き
し
た

白
い
身
に
赤
い
梅
肉
を
添
え
た
「
ハ
モ
の
落
と

し
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
「
夏
だ
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
け
ど
、
一
年

中
ハ
モ
は
あ
る
ん
よ
。
夏
場
の
ハ
モ
は
卵
を

も
っ
て
お
な
か
の
皮
が
薄
く
な
る
か
ら
、
落
と

し
に
向
い
て
る
。
う
ち
で
は
春
か
ら
、
落
と
し

を
二
杯
酢
と
わ
さ
び
で
出
し
て
ま
す
」。

　

冬
も
食
べ
ら
れ
る
？　

梅
肉
じ
ゃ
な
く
て
二

杯
酢
と
わ
さ
び
？　

い
き
な
り
目
か
ら
ウ
ロ
コ

が
２
枚
も
落
ち
た
。

シ
ャ
リ
、
シ
ャ
リ
い
う

骨
切
り
の
音
が
え
え
ね
ん

　

う
お
市
の
岡
野
裕
明
さ
ん
は
、
自
称
「
ハ
モ

阿
呆
」。
ハ
モ
の
話
を
始
め
る
と
止
ま
ら
な
い
。

　
「
ハ
モ
が
好
っ
き
や
ね
ん
」。

　

骨
が
約
３
５
０
０
本
も
あ
る
ハ
モ
は
、
腹
側

か
ら
開
い
て
中
骨
を
外
し
た
身
に
細
か
い
切
り

こ
み
を
入
れ
て
小
骨
を
切
断
す
る
「
骨
切
り
」

が
欠
か
せ
な
い
。
手
間
が
か
か
る
上
に
高
度
な

包
丁
技
術
が
要
求
さ
れ
る
が
、
岡
野
さ
ん
は
最

も
好
き
な
作
業
だ
と
話
す
。

　
「
骨
切
り
の
シ
ャ
リ
、
シ
ャ
リ
っ
て
い
う
音
が

え
え
ね
ん
。
ぬ
め
り
、
ひ
れ
、
腹
を
取
る
。
１

本
の
下
処
理
に
小
一
時
間
か
か
り
ま
す
わ
。
朝

６
時
半
に
中
央
市
場
で
活
か
っ
た
ハ
モ
を
買
う

て
き
て
、
昼
ま
で
ず
っ
と
や
っ
て
ま
す
」。

　

ハ
モ
の
選
び
方
に
も
一
家
言
あ
る
。
元
気
で

目
が
き
れ
い
か
。
肉
厚
と
背
骨
の
太
さ
も
１
匹

１
匹
確
認
す
る
。
直
径
は
５
〜
６
セ
ン
チ
、
重

さ
７
０
０
〜
８
０
０
グ
ラ
ム
の
徳
島
、
淡
路
、

瀬
戸
内
海
産
が
ご
贔
屓
だ
。

　
「
ハ
モ
が
好
き
や
か
ら
、
近
く
の
病
院
で
撮
影

し
て
も
ら
っ
た
」
と
、
岡
野
さ
ん
が
電
気
を
付

け
る
と
、
壁
に
仕
込
ん
だ
ハ
モ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
腹
を
開
く
だ
け
で

は
飽
き
足
ら
ず
、
透
視
ま
で
！　

岡
野
さ
ん
の

「
ハ
モ
阿
呆
」
ぶ
り
に
は
脱
帽
だ
。

骨
、
浮
き
袋
、
肝
。

ほ
う
る
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い

　

１
９
２
７
年
、
う
お
市
は
仕
出
し
店
と
し
て

創
業
。
高
校
卒
業
後
に
入
店
し
た
２
代
目
の
岡

野
さ
ん
が
、
ハ
モ
料
理
に
特
化
さ
せ
た
。

　

現
在
72
歳
、
半
世
紀
以
上
ほ
ぼ
毎
日
ハ
モ

を
さ
ば
い
て
き
た
。
岡
野
さ
ん
の
手
技
を
と

こ
と
ん
ま
で
味
わ
い
た
け
れ
ば
、
特
選
懐
石

（
１
万
８
０
０
円
）
が
い
い
。

　
「
ハ
モ
に
ほ
う
る
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い
。
腹
皮
、

あ
ば
ら
骨
、
ひ
れ
は
唐
揚
げ
。
中
骨
は
骨
せ
ん

べ
い
。
浮
き
袋
は
煮
こ
ご
り
。
身
は
焼
き
も
落

と
し
も
え
え
し
。
フ
ォ
ア
グ
ラ
み
た
い
な
肝
を

添
え
た
薄
づ
く
り
も
食
べ
て
み
て
な
」。

　

う
お
市
の
ハ
モ
の
落
と
し
は
、
花
の
開
き
が

違
う
。
わ
さ
び
を
溶
い
た
二
杯
酢
が
ひ
だ
に
入

り
込
ん
で
、
身
の
滋
味
を
引
き
立
て
る
。

　
「
ハ
モ
の
お
だ
し
も
す
ご
い
ん
よ
。
土
瓶
蒸
し

や
お
吸
い
も
の
で
、
深
い
味
わ
い
に
び
っ
く
り

し
は
る
お
客
さ
ん
、
多
い
で
」。

　

寒
い
季
節
に
人
気
な
の
が
ハ
モ
の
頭
酒
。
か

ち
割
っ
た
頭
部
を
炙
り
、
日
本
酒
を
注
い
だ
豪

快
な
熱
燗
。
う
ま
み
が
溶
け
出
し
て
濃
厚
だ
。

　
「
ハ
モ
、
み
ん
な
に
食
べ
て
ほ
し
い
ね
ん
」。

　

岡
野
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
ハ
モ
に
つ
い

て
な
に
も
知
ら
な
か
っ
た
自
分
に
気
づ
く
。
う

お
市
を
訪
れ
た
ら
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
ハ
モ
観

が
変
わ
る
こ
と
間
違
い
な
い
。

落としは、二杯酢と
わさびで。

１／壁面に掲げられたハモのレン
トゲン。近くの個人経営の医院に
頼み込んで撮影してもらった。２
／ハモの落としは春から秋、３月
から11月頃までの季節メニュー。
３／「海川魚御料理」の大きな木
看板が目を引く。奥に進むと椅子
と座敷の席がある。４／店頭には
ハモ寿司をはじめ、持ち帰り用の
パックが揃う。「もともと仕出し
料理屋でしたから。二杯酢と季節
野菜のあえものも好評ですよ」

うお市

京都市東山区今熊野新熊野神社
下／☎075-561-2837／10時～
19時（L.O.）／定休日：木曜／
http://www.uoichi.ecnet.jp/
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地元住民に愛される、柴漬け「おらがむら」。

「40歳過ぎてできた子やから、
親父にはむっちゃくちゃ可愛がられました」。

ニシダや　店主　辻村安太朗
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「
お
い
し
い
柴
漬
け
知
っ
て
る
？
」
と
聞
か
れ

て
、
京
都
人
な
ら
す
ぐ
に
お
気
に
入
り
の
味
を

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ
の
配

合
、
味
つ
け
は
店
ご
と
に
違
う
。

　

柴
漬
け
「
お
ら
が
む
ら
」
の
特
徴
は
、
ほ
ど

よ
い
酸
味
の
ぱ
り
ぱ
り
キ
ュ
ウ
リ
だ
。
ミ
ョ
ウ

ガ
、
ナ
ス
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
シ
ソ
の
葉
が
リ
ズ
ム

を
変
え
る
、
具
材
の
絶
妙
な
組
み
合
わ
せ
。
地

元
住
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
京
都
人
に
熱
烈
に

支
持
さ
れ
る
漬
物
屋
が
ニ
シ
ダ
や
だ
。

富
士
自
転
車
に
ミ
ゼッ
ト
。

溺
愛
さ
れ
た
幼
少
期

　

ニ
シ
ダ
や
一
代
目
の
辻
村
安
右
衛
門
さ
ん
は
、

農
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
小
学
生
の
と

き
に
泉
涌
寺
道
近
く
の
八
百
屋
「
西
田
生
果
店
」

に
丁
稚
奉
公
に
入
る
。

　

１
９
３
６
年
、
安
右
衛
門
さ
ん
は
27
歳
の
と

き
に
独
立
、
奉
公
先
の
近
く
で
漬
物
屋
を
構
え

る
。
太
平
洋
戦
争
で
兵
役
に
と
ら
れ
、
ビ
ル
マ

か
ら
の
復
員
後
、
親
戚
に
預
け
た
２
人
の
愛
児

を
病
気
で
喪う
し
な

っ
た
こ
と
を
知
る
。
失
意
の
底
に

あ
っ
た
１
９
４
９
年
、
41
歳
で
で
き
た
息
子
が

２
代
目
当
主
、
辻
村
安
太
朗
さ
ん
だ
。

　
「
も
う
ね
、
親
父
に
は
む
っ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
可
愛

が
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
校
の
と
き
に
欲
し
か
っ

た
の
が
、
当
時
人
気
だ
っ
た
富
士
自
転
車
。『
他

の
子
が
持
っ
て
い
る
』
っ
て
言
っ
た
ら
、
次
の

日
枕
元
に
置
い
て
あ
り
ま
し
た
」。

　

辻
村
さ
ん
が
初
め
て
三
輪
自
動
車
ミ
ゼ
ッ
ト

を
運
転
し
た
の
は
小
学
６
年
の
と
き
。
父
親
に

「
乗
っ
て
み
た
い
」
と
お
ね
だ
り
を
す
る
と
、
人

が
通
ら
な
い
山
科
の
坂
道
に
連
れ
て
い
か
れ
、

こ
っ
そ
り
運
転
席
に
座
ら
せ
て
く
れ
た
。

　
「
下
り
坂
で
、
自
分
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
と

き
の
興
奮
は
今
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
」。

「
油
断
し
ち
ゃ
い
け
ん
ぞ
」

自
分
の
味
に
自
信
を
も
つ

　

１
９
６
０
年
代
に
入
り
、
祇
園
の
お
茶
屋
や

西
陣
か
ら
の
注
文
が
急
増
し
た
。
伊
丹
十
三
と

宮
本
信
子
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
旅
番
組
『
遠

く
へ
行
き
た
い
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、「
お
ら
が
む
ら
」
が
全
国
的
に
爆
発
的
に

売
れ
始
め
た
の
は
辻
村
さ
ん
が
中
学
校
に
上
が

る
頃
だ
っ
た
。
忙
し
い
父
親
の
後
ろ
姿
を
見
て

「
は
よ
手
伝
わ
ん
と
か
わ
い
そ
う
」
と
感
じ
た
辻

村
さ
ん
は
、
自
発
的
に
毎
朝
３
時
に
起
き
て
漬

物
桶
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
。

　
「
朝
に
得
意
先
に
配
達
し
て
か
ら
行
く
か
ら
、

高
校
に
着
い
た
ら
眠
く
て
し
か
た
な
い
。
午
前

１／先代の安右衛門さんが店頭で撮影した写真。「新しいものが大好
きで、ユニークな感性の持ち主。白洲次郎に似た、ハイカラな人で
した」。２／「おらがむら」のパッケージデザインも先代の手による。
「コンパスなんて家にない時代、食べた丼をひっくり返して、親父が
円を描いていたのが印象的です」。３、４／お店ではたくさんの漬物
がよりどりみどり。「一番人気はやっぱり『おらがむら』です」。

中
は
寝
て
ま
し
た
。
開
き
直
っ
て
、
職
員
室
で

漬
物
の
注
文
を
取
り
に
回
り
ま
し
た
」。

　

卒
業
後
は
そ
の
ま
ま
家
を
手
伝
い
、
21
歳
で

結
婚
、
家
業
を
継
い
だ
。
自
分
の
味
に
ま
だ
自

信
が
も
て
な
か
っ
た
20
代
半
ば
、
父
と
行
っ
た

焼
肉
屋
で
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
。

　
「
最
後
に
、
白
い
ご
は
ん
と
う
ち
の
柴
漬
け
を

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
食

べ
た
親
父
が
、
急
に
怖
い
顔
に
な
っ
て
言
っ
た

の
で
す
。『
お
い
安
太
朗
、
油
断
し
ち
ゃ
あ
か
ん

で
。
こ
の
柴
漬
け
、
う
ち
の
よ
り
う
ま
い
か
も

し
れ
ん
』
と
。
も
う
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

　

以
来
、
安
太
朗
さ
ん
は
味
を
守
り
続
け
る
。

　
「
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
た
の
が
よ
か
っ
た
ん
や

と
思
い
ま
す
。『
売
れ
す
ぎ
て
ま
ず
く
な
っ
た
』、

『
親
父
が
死
ん
だ
ら
ま
ず
く
な
っ
た
』
と
は
絶
対

に
言
わ
れ
た
く
な
い
で
す
ね
」。

地元の人に
愛されたおかげです。

ニシダや

京都市東山区今熊野池田町6
☎075-561-4740／９時～17
時／不定休／ http://www4.
ocn.ne. jp/~nisidaya/
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SAIKA

HIROTO
SAITO

ワインに合う、ヌーベルシノワ仕立ての四川料理。

「自分の仕事が正しいかどうかは、
お客さんがまた来てくれるかでわかる」。

齋
さい

華
か

　オーナーシェフ　齋藤博人
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真
言
宗
の
古
刹
・
泉
涌
寺
の
裏
手
、
静せ
い

謐ひ
つ

な

林
の
な
か
に
あ
る
一
軒
家
が
齋
華
、
知
ら
れ
ざ

る
名
店
だ
。
い
や
、
前
身
は
祇
園
に
あ
っ
た
婆ば

娑さ

羅ら

と
い
え
ば
、
ピ
ン
と
く
る
人
も
多
い
だ
ろ

う
か
。
シ
ェ
フ
の
齋
藤
博
人
さ
ん
が
２
０
１
４

年
の
秋
に
独
立
し
て
、
ヌ
ー
ベ
ル
シ
ノ
ワ
の
流

れ
を
汲
む
四
川
料
理
店
を
構
え
た
。

東
京
で
の
修
行
を
経
て

味
に
厳
し
い
京
都
へ

　
「
祇
園
で
店
を
や
っ
て
い
る
と
き
『
立
地
の

お
か
げ
で
人
気
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
』
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
っ
た
ら
、
交
通
の

便
が
悪
か
っ
た
ら
来
て
く
れ
な
い
の
か
と
」。

　

俗
界
か
ら
距
離
を
置
く
泉
涌
寺
の
庭
の
景
色

に
魅
か
れ
、
２
階
の
高
さ
ま
で
あ
る
一
面
の
窓

を
し
つ
ら
え
た
。
最
大
10
人
ま
で
の
カ
ウ
ン

タ
ー
は
ど
こ
に
座
っ
て
も
特
等
席
。
晩
秋
に
は

目
に
映
る
も
の
す
べ
て
が
紅
葉
で
染
ま
る
。

　
「
独
り
占
め
し
た
い
、
と
思
わ
せ
ら
れ
る
ほ

ど
の
美
し
い
眺
め
で
す
。
そ
れ
に
、
お
寺
の
敷

地
に
毎
朝
出
勤
し
て
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

が
す
る
点
も
気
に
入
り
ま
し
た
」。

　

僕
は
楽
に
流
れ
が
ち
だ
か
ら
厳
し
い
環
境
に

身
を
置
く
ほ
う
が
い
い
ん
で
す
、
と
話
す
齋
藤

さ
ん
は
神
奈
川
出
身
。
四
川
料
理
を
ベ
ー
ス
に

し
た
川
崎
の
「
好
好
」
で
４
年
間
修
行
。
西
麻

布
の
ヌ
ー
ベ
ル
シ
ノ
ワ
「
エ
ピ
セ
」
で
５
年
間

研
鑽
を
積
み
、
系
列
店
の
店
長
に
抜
擢
さ
れ
る
。

　
「
表
参
道
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の

店
で
し
た
。
料
理
以
外
の
仕
事
が
増
え
て
『
自

分
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
し
た
い
。
自
分
の
料

理
を
追
求
し
た
い
』
と
強
く
思
い
ま
し
た
」。

　

味
に
う
る
さ
い
京
都
を
新
天
地
に
選
ん
だ
。

四
川
と
京
都
の
共
通
点
。

生
涯
、
味
を
追
い
求
め
る

　

炒
っ
た
花
山
椒
の
華
や
か
な
香
り
が
漂
う
厨

房
。
四
川
料
理
は
奥
深
い
。
塩
や
オ
イ
ス
タ
ー

ソ
ー
ス
、
７
種
の
味
付
け
を
、
ま
だ
完
全
に
は

体
得
で
き
て
い
な
い
と
齋
藤
さ
ん
は
話
す
。

　
「
四
川
と
京
都
は
ど
ち
ら
も
盆
地
で
、
唐
辛

子
の
産
地
で
山
椒
遣
い
が
上
手
な
点
が
共
通
し

て
い
ま
す
。
寒
暖
差
の
激
し
さ
で
、
ス
パ
イ
ス

を
身
体
が
求
め
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」。

　

フ
レ
ン
チ
や
西
洋
料
理
の
要
素
を
取
り
入
れ

た
中
華
料
理
、
ヌ
ー
ベ
ル
シ
ノ
ワ
。
齋
藤
さ
ん

の
皿
は
美
し
く
、
強
い
主
張
が
あ
り
、
際
立
っ

た
味
が
印
象
的
だ
。

　
「『
齋
藤
の
味
は
濃
い
か
ら
、
薄
味
好
み
の
京

都
に
は
合
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
』
と
指
摘
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
僕
が
い
い
と

思
え
な
い
味
で
『
お
い
し
い
』
と
言
わ
れ
て
も
、

う
れ
し
く
な
い
。
僕
自
身
が
本
気
で
作
っ
た
皿

で
な
い
と
意
味
が
な
い
ん
で
す
。
だ
っ
て
、
自

分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
し
た
く
て
料
理
人

を
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
」。

　

一
生
涯
を
か
け
て
味
を
追
求
す
る
覚
悟
は
、

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　
「
料
理
っ
て
作
る
人
間
が
出
る
と
思
う
ん
で
す
。

人
間
が
大
人
に
な
る
と
、
料
理
も
大
人
に
な

る
。
僕
は
今
40
歳
の
味
を
作
る
。
30
の
と
き
と
も
、

50
、
60
歳
と
も
違
う
。
だ
か
ら
、
僕
は
生
涯
現
役
。

自
分
の
仕
事
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
お
客
さ

ん
が
ま
た
来
て
く
れ
る
か
で
わ
か
る
」。

　

屋
号
の
齋
華
は
す
な
わ
ち
、「
齋
藤
博
人
の

中
華
」。
筋
金
の
入
っ
た
男
を
味
わ
い
た
く
て
、

泉
涌
寺
の
急
坂
を
登
る
客
は
後
を
絶
た
な
い
。

人間とともに、
料理も大人になる。

１／あわびの肝ソースで和えた麺に、あ
わびを添える。「東京にいたときに試作を
重ねて、納得のいく麺ができ上がりまし
た。同じ製麺所から送ってもらっていま
す」。２／店内は全席カウンターのみ。ソ
ムリエが皿に合うワインを薦めてくれる。
３／フカヒレスープを卵のフランに乗せ
て。赤酢をかけ、全体を崩しながらいた
だく。４／レストランと知らなければ、
通り過ぎてしまうほど静かなたたずまい。

齋華

京都市東山区泉涌寺山内町35-3
☎075-201-3239／12時～14時、
18時～20時（入店）／不定休
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「
泉
涌
寺
道
」
の
周
辺
は
…
昔
な
が
ら
の
商

店
街
の
あ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
観
光
客

の
方
も
多
く
活
気
が
あ
る
街
で
す
。

泉
涌
寺
が
近
く
に
あ
り
、
観
光
客
も
多
く
訪

れ
る
エ
リ
ア
で
す
が
、
利
用
す
る
お
客
さ
ん
の

層
は
…
鉄
道
駅
や
学
校
が
付
近
に
あ
り
ま
す
の

で
、
朝
夕
は
通
勤
客
、
学
生
の
方
が
多
く
、
昼

間
は
、
御
年
配
の
方
、
観
光
客
の
方
が
多
く
利

用
さ
れ
ま
す
。

京
都
第
一
赤
十
字
病
院
、
今
熊
野
商
店
街
な

ど
も
あ
り
、
生
活
感
も
あ
り
な
が
ら
観
光
地
、

通
院
の
人
も
多
い
、
い
ろ
ん
な
要
素
の
混
ざ
り

合
っ
た
地
域
で
す
が
、
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
…
地
元
の
方
と
観
光
客
の
方
が
、
同
じ
バ

ス
に
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
、
観
光
客
の
方
が
行

き
先
や
バ
ス
の
乗
換
え
で
迷
っ
て
お
ら
れ
た
ら
、

地
元
の
方
が
親
切
に
案
内
さ
れ
て
い
る
の
を
見

か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

運
転
し
て
い
て
注
意
し
て
い
る
こ
と
は
…
バ

ス
停
留
所
付
近
に
、
駐
車
車
両
が
停
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
や
さ
し
い
運
転
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

戦
前
か
ら
揚
げ
続
け
て
80
年
。

泉
涌
寺
道
、コロッケ
屋
の
女
３
人

「
今
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
増
え
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

市
電
が
走
っ
て
い
た
時
代
は
人
通
り
が
多
く
て
、

通
り
の
向
こ
う
が
見
え
な
か
っ
た
ほ
ど
よ
」

泉
涌
寺
道
近
く
、東
大
路
通
り
沿
い
に
あ
る「
京
家
」は
、

半
世
紀
以
上
、庶
民
的
な
コ
ロ
ッ
ケ
を
商
う
。

泉涌寺道に　　とまりま～す。

「
コ
ロ
ッ
ケ
３
」「
コ
ロ
ッ
ケ
６
、
ミ
ン
チ
２
」

「
ミ
ン
チ
２
、
コ
ロ
ッ
ケ
３
」。
午
後
４
時
、
台
所

を
司
る
女
た
ち
が
硬
貨
片
手
に
次
々
と
注
文
す
る
。

京
家
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
１
つ
60
円
。
今
も
昔
も
庶
民

の
味
方
だ
。

「
お
父
さ
ん
と
夫
が
、
『
お
客
さ
ん
に
は
安
く
て

お
い
し
い
も
の
を
』
と
言
い
遺
し
て
い
っ
た
か
ら
、

な
か
な
か
値
段
を
上
げ
ら
れ
な
い
ん
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
半
世
紀
以
上
コ
ロ
ッ
ケ
を
揚

げ
続
け
る
、
姉
の
山
本
武
子
さ
ん
だ
。
フ
ラ
イ
ヤ

ー
前
に
立
つ
武
子
さ
ん
を
、
嫁
の
裕ゆ

う
こ子
さ
ん
と
容

子
さ
ん
が
支
え
る
。
一
家
の
女
性
３
人
が
コ
ロ
ッ

ケ
屋
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

戦
前
、
両
親
の
山
本
實み
の
る

さ
ん
、
エ
ン
さ
ん
夫
妻

が
京
家
を
開
業
し
た
。
實
さ
ん
は
明
治
生
ま
れ
、

戦
後
食
糧
が
充
分
で
な
い
時
代
に
、
大
阪
の
小
学

校
に
頼
ま
れ
て
コ
ロ
ッ
ケ
を
揚
げ
に
い
っ
た
と
こ

ろ
大
好
評
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
コ
ロ
ッ
ケ
屋

を
開
い
た
。
両
親
を
兄
の
訓
弘
さ
ん
と
兄
嫁
の
武
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子
さ
ん
が
支
え
た
、
１
９
６
０
〜
７
０
年
代
が
最

盛
期
だ
。

「
最
高
で
一
日
８
０
０
０
個
売
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
今
は
せ
い
ぜ
い
一
日
１
０
０
０
個
ぐ
ら
い
、

あ
の
時
代
に
は
及
び
ま
せ
ん
」。

東
大
路
今
熊
野
神
社
の
門
前
町
と
し
て
誕
生
し

た
今
熊
野
商
店
街
。
市
電
が
走
っ
て
い
た
時
代
は

人
通
り
が
多
く
、
東
大
路
通
り
が
見
渡
せ
な
か
っ

た
ほ
ど
だ
。

「
今
で
も
毎
年
成
人
式
に
行
わ
れ
る
泉
涌
寺
の
七

福
神
め
ぐ
り
の
日
は
、
特
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
が
来
て
く
れ
ま
す
。
お
店
と
一
緒
に
、
年
配
の

方
が
増
え
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
お
客
さ
ん
だ
と

『
あ
れ
、
コ
ロ
ッ
ケ
45
円
じ
ゃ
な
い
の
？
』
な
ん

て
言
う
人
も
い
る
の
よ
（
笑
）。
も
う
、
何
年
前

の
話
か
し
ら
ね
え
」。

武
子
さ
ん
は
朝
３
時
に
起
き
て
じ
ゃ
が
い
も
を

ふ
か
す
。
北
海
道
の
だ
ん
し
ゃ
く
芋
が
中
心
だ
が
、

季
節
に
よ
り
手
に
入
ら
な
い
と
き
は
京
都
や
他
地

域
の
も
の
を
使
う
。
注
文
が
入
っ
た
ら
、
香
り
づ

け
程
度
に
牛
ミ
ン
チ
を
合
わ
せ
た
種
を
、
ラ
ー
ド

の
入
っ
た
揚
げ
油
で
し
っ
か
り
泳
が
せ
る
。
吸
油

紙
に
包
ん
だ
あ
と
は
、
保
温
の
た
め
新
聞
紙
で
く

る
み
あ
げ
る
。

じ
ゃ
が
い
も
の
ほ
ん
の
り
と
甘
み
が
あ
る
コ
ロ

ッ
ケ
は
、「
さ
つ
ま
い
も
が
入
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
冷
め
て
も
、

市
販
品
に
あ
り
が
ち
な
混
ぜ
物
の
味
が
し
な
い
。

「
う
ち
は
ね
、
家
族
の
仲
が
い
い
ん
で
す
」
と
容

子
さ
ん
が
、
裕
子
さ
ん
の
息
子
が
サ
ッ
カ
ー
で
活

躍
す
る
新
聞
記
事
を
見
せ
な
が
ら
、
誇
ら
し
げ
に

教
え
て
く
れ
た
。
一
家
円
満
が
、
や
さ
し
い
コ
ロ

ッ
ケ
の
最
高
の
隠
し
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

市
バス・
地
下
鉄
で

髙
島
屋
京
都
店・
京
都
マル
イ
に
来
店

「ｅｃｏ
ス
タ
ン
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
！

京
都
市
交
通
局
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　

市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
利
用
の
う
え
、
髙
島
屋
京

都
店
、
京
都
マ
ル
イ
で
お
買
い
物
を
す
る
と
、
市
バ

ス
ま
た
は
地
下
鉄
で
利
用
で
き
る
乗
車
券
が
も
ら
え

る
「
ｅ
ｃ
ｏ
ス
タ
ン
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　
実
施
中
〜
平
成
28
年
１
月
31
日
（
日
）
ま
で

■
内　
　

容

●
 

市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
利
用
の
う
え
、
髙
島
屋
京

都
店
、
京
都
マ
ル
イ
に
て
５
０
０
０
円
以
上
の
お

買
い
物
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
ス
タ
ン
プ
を
１
個

押
印
し
ま
す(

１
日
に
つ
き
１
個
ま
で
と
し
ま
す)

。

※ 

お
買
い
物
日
当
日
に
市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
乗
車

い
た
だ
い
た
利
用
実
績
が
わ
か
る
、
以
下
の
対
象

乗
車
券
を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す
。

●
 

期
間
中
に
ス
タ
ン
プ
６
個
を
集
め
る
と
、
市
バ

ス
・
京
都
バ
ス
一
日
乗
車
券
カ
ー
ド
ま
た
は
ト
ラ

フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
券
）
ど
ち
ら
か
1

枚
と
交
換
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
発
行
及
び
押
印
、
乗
車
券
の
引
換
場
所　

髙
島
屋
京
都
店　

１
階
正
面
案
内
所
及
び
７
階
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
カ
ウ
ン
タ
ー

京
都
マ
ル
イ　

１
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー

※ 

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
発
行
は
平
成
28
年
１
月
15
日

（
金
）
ま
で
。

※ 

乗
車
券
の
引
換
は
、
平
成
28
年
１
月
31
日(

日)

ま

で
。

（
対
象
乗
車
券
）

市
バ
ス
・
京
都
バ
ス
一
日
乗
車
券
カ
ー
ド
、
京
都
観

光
一
日
・
二
日
乗
車
券
（
山
科
・
醍
醐
拡
大
版
含

む
）、
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
、
市
バ
ス
専
用
回
数

券
カ
ー
ド
、
ス
ル
ッ
とKA

N
SA
I

カ
ー
ド
、
市
営
地

下
鉄
ー1day

フ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
、
京
都
観
光
一
日

乗
車
券
「
京
め
ぐ
り
」・「
い
い
古
都
チ
ケ
ッ
ト
」・

「
京
阪
み
や
こ
漫
遊
チ
ケ
ッ
ト
」、
「
京
都
地
下
鉄
・

京
阪
大
津
線 1day

チ
ケ
ッ
ト
」、
「
京
都
地
下
鉄
・

嵐
電 1day

チ
ケ
ッ
ト
」、
「
京
都
嵐
山
・
び
わ
湖
大

津1day

チ
ケ
ッ
ト
」PiTaPa

カ
ー
ド
、
市
バ
ス･

地

下
鉄
各
種
定
期
券
、
京
都
市
が
発
行
す
る
敬
老
乗
車

証
・
福
祉
乗
車
証

京家

京都府京都市東山区泉涌寺雀ケ森町７／
☎075-551-0056／９時半～16時／定
休日：日曜祝日



バ
レ
エ
を

も
っ
と
身
近
に
！

つ
か

信
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〝
躍
動
す
る
美
し
さ
〞
を
テ
ー
マ
に
、
ひ
た
す
ら
に
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
を
創
作
し
続
け
て
い
る
振
付
師
が
い
る
。
河
原
町

二
条
に
関
西
本
部
を
お
く
司
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
の
代
表  

司
延
子
さ
ん
で
あ
る
。「
私
は
た
だ
踊
り
を
創
り
続
け
て
い

た
い
」
と
い
う
彼
女
の
教
室
の
活
動
と
魅
力
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
く
事
に
し
た
。

「司モダンバレエ30周年記念　京都発表会」～びわ湖ホール大ホールにて～
平成27年3月22日（日）　13：30開場　前売券1620円／当日券1900円（全自由席）
チケット申込、体験レッスンの問合せは075-222-0670（司バレエ）またはtsukasaballet@gmail.comまで。

※ 「バレエが貴女をかえる！」30代～ 80代の女性の方に向けたストレッチモダンバレエの体験レッスン会  2000円 定員60名
　次回は4月27日、7月6日（月）10時～ 11時15分(3 ヶ月毎に開催、申込み受付中)　ホテルオークラ 宴会場 翠雲の間にて

司モダンバレエ教室

　
前
回
で
触
れ
た
子
供
た
ち
の
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
。
増

田
さ
ん
が
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
こ

の
世
界
を
私
た
ち
も
体
験
し
よ
う
と
、発
表
会
前

の
幼
児
〜
低
学
年
ク
ラ
ス
へ
お
邪
魔
し
た
。
真
剣

そ
の
も
の
の
基
礎
レ
ッ
ス
ン
が
終
わ
る
と
、そ
こ

に
は
音
楽
に
合
わ
せ
楽
し
そ
う
に
踊
る
子
供
た
ち

の
姿
が
。
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
可
愛
い
踊
り
も
あ
れ

ば
、コ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン
ス
っ
ぽ
い
も
の
か
ら
、静
か

で
可
憐
な
作
品
ま
で
。
次
々
と
豊
富
な
種
類
の
踊

り
が
練
習
さ
れ
て
い
く
。
ど
の
子
も
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
、一
心
に
踊
る
事
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
ス
タ
ジ
オ
で
踊
る
子
供
た
ち
の
可
愛
い
こ
と
！ 

で
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ポ
ー
ズ
一
つ
一
つ
の

メ
リ
ハ
リ
や
、リ
ズ
ム
感
、群
舞
と
し
て
の
揃
い
方

な
ど
、こ
ん
な
小
さ
な
子
供
た
ち
に
、こ
こ
ま
で
の

踊
り
が
出
来
る
の
か
！ 

と
思
う
ほ
ど
完
成
度
が
高

い
。
小
さ
な
子
供
た
ち
の
バ
レ
エ
の
お
稽
古
っ
て
、

こ
ん
な
に
楽
し
そ
う
だ
っ
た
か
な
？ 

　
単
な
る〝
バ
レ
エ
の
お
稽
古
〞以
上
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
事
を
増
田
さ
ん

に
伝
え
て
み
る
と「
で
し
ょ
う
!?
　
私
が
こ
こ
で
舞

踊
家
修
行
を
す
る
事
に
決
め
た
大
き
な
理
由
の
一

つ
は
、他
に
は
無
い
、こ
の
独
特
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

感
動
し
た
か
ら
で
す
。
幼
児
は
幼
い
も
の
だ
と
し

か
認
識
が
な
か
っ
た
で
す
が
、子
供
達
が
こ
ん
な

に
も
感
情
豊
か
に
、楽
し
ん
で
踊
る
事
が
衝
撃
的
で

し
た
。
発
表
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
供
達
は
、

『
今
年
は
ど
ん
な
バ
レ
エ
が
踊
れ
る
の
か
な
？ 

お

も
ち
ゃ
の
兵
隊
さ
ん
か
な
、妖
精
さ
ん
か
な
？ 

お

姫
様
か
な
？
』と
、ワ
ク
ワ
ク
感
の
中
で
1
曲
の
作

品
と
出
合
い
、半
年
か
け
て
先
生
か
ら
踊
り
方
を

教
わ
り
ま
す
。
そ
れ
が
踊
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
楽
し
さ
は
、想
像
力
豊
か
な
子
供
達
の
感
性
と

ぴ
っ
た
り
合
う
の
で
し
ょ
う
ね
」と
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ス
や
大
人
ク
ラ
ス
の
事
を
語

る
増
田
さ
ん
も
熱
か
っ
た
が
、こ
の
話
は
今
月
号

だ
け
で
は
と
て
も
書
き
切
れ
そ
う
に
な
い
。

　
現
在
、3
月
22
日
の
30
周
年
京
都
発
表
会
に
向

け
て
一
丸
と
な
り
猛
練
習
中
。
そ
の
発
表
会
の
レ

ポ
ー
ト
も
交
え
な
が
ら
、こ
の
話
は
次
号
に
続
く
！

Q A& Q A
司モ
ダンバレエ

◯ モダンバレエとクラシックバレエの違いは？
クラシックはその名の通り古典。ヨーロッパの
宮殿で踊られていた舞踊です。モダンバレエは、
その古典バレエの規制にとらわれず自由な発想
で振付家が創作する事で生まれたバレエです。
ただ司モダンバレエの起源は少し違い、日本の
児童舞踊です。

◯キッズダンスやヒップホップとも、違うの？
柔軟やバーレッスン、ステップなど、毎週の正確
なバレエの基礎レッスンに基づきながら、洋舞
や児童舞踊、ジャズなど豊富な作品群が踊れる
お稽古をするのがモダンバレエです。

◯ バレエを習うと足を痛めると聞きますが？
モダンバレエでは、クラシックで用いる（つま先
立ちをする）トウシューズを履きません。司モダ
ンバレエでは、幼児でも立つ事を丁寧に学ぶの
で、足首や足指の、健やかな成長を促進します。

◯ 発表会は必ず参加しないといけませんか？
発表会は自由参加制です。司モダンバレエでは
幼児期から大人まで、楽しみながら上達してい
ける基礎レッスンのシステムがありますので、身
体作りやお行儀の為だけにお稽古されている
生徒さんも多く在籍されています。ですが舞台
は素敵です！ご都合の良い時には、ぜひ発表会
で踊る楽しさも経験してくださいね。

◯ 児童舞踊って何ですか？
幼児を対象に指導している『児童舞踊』とは、童
話やお行儀を幼児にわかりやすく理解させる為
に、日本の幼児教育の一環としてうまれたもの
です。司モダンバレエでは、現在までの長い歴
史の中で毎年何十曲ものモダンバレエ作品が、
司先生の手によって創作し続けられています。
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『弁天娘女男白浪』弁天小僧菊之助　松也

写真提供：松竹株式会社

『矢の根』曽我五郎時致　歌昇『流星』流星　巳之助

京
お
ん
な
の

京
お
ん
な
な
ら
で
は
の
目
利
き
力
で

南
座
の
お
も
し
ろ
さ
を
お
伝
え
し
ま
す

南
座
N
E
W
S

次
代
を
担
う

花
形
俳
優
た
ち
の

溌
剌
競
演

若さあふれる７人の競演が待ち遠しい。

坂東巳之助さん（左）、中村歌昇さん（右）。

◉
午
前
の
部　

11
時
開
演

一
、
歌

舞

伎

十
八
番
の
内  

矢
の
根

曽
我
五
郎
時
致　
　
　

歌

昇

大
薩
摩
文
太
夫　
　
　

隼

人

曽
我
十
郎
祐
成　
　
　

種
之
助

二
、
歌

舞

伎

十
八
番
の
内  

鳴

神

鳴
神
上
人　
　
　
　
　

松

也

雲
の
絶
間
姫　
　
　
　

米　

吉

三
、
流

星

流
星　
　
　
　
　
　
　

巳
之
助

牽
牛　
　
　
　
　
　
　

隼　

人

織
女　
　
　
　
　
　
　

右　

近

◉
午
後
の
部　

15
時
30
分
開
演

一
、
弁
天
娘
女
男
白
浪

浜
松
屋
見
世
先
よ
り

稲
瀬
川
勢
揃
い
ま
で

弁
天
小
僧
菊
之
助　
　

松　

也

南
郷
力
丸　
　
　
　
　

巳
之
助

忠
信
利
平　
　
　
　
　

隼

人

浜
松
屋
伜
宗
之
助　
　

米

吉

浜
松
屋
幸
兵
衛　
　
　

橘
三
郎

鳶
頭
清
次　
　
　
　
　

種
之
助

赤
星
十
三
郎　
　
　
　

右　

近

日
本
駄
右
衛
門　
　
　

歌　

昇

二
、
闇

梅

百

物

語

大
名
邸
広
間
の
場

葛
西
領
源
兵
衛
堀
の
場

廓　

裏　

田　

圃
の
場

枯

野

原
の
場

庭
中
花
盛
り
の
場

骸
骨
／
読
売　
　
　
　

種
之
助

小
姓
白
梅
／
雪
女
郎　

右　

近

新
造　
　
　
　
　
　
　

米　

吉

河
童　
　
　
　
　
　
　

隼　

人

傘
一
本
足　
　
　
　
　

巳
之
助

狸　
　
　
　
　
　
　
　

歌　

昇

大
内
義
弘　
　
　
　
　

松　

也

一等席10,000円 特別席11,000円二等席6,000円 三等席3,000円
午前の部 11時開演　　午後の部 15時30分開演

www.shochiku.co.jpチケットホン松竹（10:00～18:00）
0570-000-489

チケットWeb松竹
（PC・携帯電話より24時間受付）

お申し込み

三月花形歌舞伎松竹創業120周年 平成27年 3月3日（火）～27日（金）

　

現
在
、
上
演
中
の
三
月
花
形
歌
舞
伎
が
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。
好
評
を
博
し
た
「
新
春
浅
草
歌
舞
伎
」

に
出
演
し
た
尾
上
松
也
、
中
村
歌
昇
、
坂
東
巳
之
助
、

中
村
種
之
助
、
中
村
米
吉
、
中
村
隼
人
に
、
尾
上

右
近
を
加
え
た
７
人
で
の
舞
台
は
、
な
ん
と
平
均
年

齢
23
歳
。
歌
舞
伎
発
祥
の
地
京
都
に
建
つ
、
日
本
最

古
の
芝
居
小
屋
と
し
て
格
式
の
あ
る
南
座
で
は
、
今

ま
で
に
な
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
だ
。

　

尾
上
松
也
は
１
月
東
京
で
行
わ
れ
た
製
作
発
表
で

「
初
役
ば
か
り
、
大
役
ば
か
り
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、
京
都
の
皆
さ

ん
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
舞
台
を
お
見
せ
で
き
る
よ

う
、
精
い
っ
ぱ
い
勤
め
ま
す
」
と
話
し
た
。
花
形
役

者
が
勢
揃
い
。
話
題
性
も
高
く
、
見
逃
せ
な
い
舞
台

に
な
り
そ
う
だ
。

　

２
月
下
旬
、
大
阪
某
所
で
中
村
歌
昇
さ
ん
、
坂
東

巳
之
助
さ
ん
の
２
人
に
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
た
。

◉
今
回
の
お
2
人
の
見
所
は
？

歌
昇　

初
め
て
の
歌
舞
伎
十
八
番
と
し
て
『
矢
の
根
』

を
演
じ
ま
す
。
疾
走
し
続
け
る
と
い
う
荒
事
屈
指
の

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
す
が
、
頑
張
り
ま
す
！

巳
之
助　
『
流
星
』
は
坂
東
流
が
大
切
に
し
て
き
た
舞

踊
で
も
あ
り
ま
す
。
内
容
的
に
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な

ス
ト
ー
リ
ー
で
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身

も
楽
し
ん
で
踊
り
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

◉
京
都
と
の
関
わ
り
を
教
え
て
下
さ
い
。

歌
昇　

祖
母
が
京
都
の
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
馴
染
み
の
深
い
場
所
で
す
ね
。

い
ろ
ん
な
グ
ル
メ
を
た
ず
ね
て
、
今
回

も
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

巳
之
助　

南
座
へ
の
出
演
は
2
度
目

な
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
の
お
仕
事
で
神

社
仏
閣
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

行
き
ま
し
た
。
あ
と
南
座
の
楽
屋
は
部

屋
に
よ
っ
て
は
鴨
川
が
一
望
で
き
る
ん

で
す
。
あ
れ
は
、
い
い
で
す
ね
。
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■本店　京都市左京区聖護院山王町6／☎075-752-1234／8時～18時／定休日：元日／www.shogoin.co.jp

桜
の
花
び
ら
は
手
に
と
っ
て
み
る
と
、
案
外
白

い
。
け
れ
ど
も
私
た
ち
が
桜
と
聞
い
て
思
い
浮

か
べ
る
の
は
、
ほ
ん
の
り
と
可
愛
ら
し
い
ピ
ン

ク
色
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
幾
重
に
も
重
な
っ
て
ピ
ン

ク
色
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
無
く
、
私

た
ち
が
春
と
い
う
も
の
に
期
待
を
し
て
思
い
描

く
色
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
目
に
見
え
な
い
は
ず
の
春
の
光
の
色
を
、

花
び
ら
を
透
か
し
て
見
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

春
の
お
菓
子
も
桜
と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。

桜
餅
は
し
っ
か
り
と
ピ
ン
ク
色
を
し
て
お
り
、

草
を
あ
ら
わ
す
も
の
も
鮮
や
か
な
緑
の
も
の
が

目
に
つ
く
。

桜
、
蓬
、
菜
の
花
と
い
っ
た
題
材
を
使
い
な
が

ら
も
、
色
が
実
際
の
も
の
よ
り
鮮
や
か
に
つ
く

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
は
、
季
節
そ
の
も

の
を
表
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
春
に
な
れ
ば

う
き
う
き
し
て
く
る
、
そ
ん
な
私
た
ち
の
心
の

色
も
混
ざ
っ
て
、
色
鮮
や
か
に
お
皿
の
上
を
飾
る
。

そ
う
思
っ
て
野
山
を
眺
め
て
み
る
と
、
た
し
か

に
私
た
ち
の
目
に
は
、
草
木
が
春
の
光
を
受
け

て
、
実
物
の
色
よ
り
も
鮮
や
か
に
光
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
気
が
す
る
の
だ
。
桜
は
ピ
ン
ク

に
色
づ
い
て
、
空
は
と
て
も
青
く
、
水
も
ま
た

清
々
し
い
。

春
の
お
菓
子
は
、
そ
れ
を
透
か
し
て
こ
ち
ら
に

届
い
て
く
る
、
春
の
光
を
映
し
て
い
る
。
実
物

と
は
違
う
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
色
こ
そ
、
私
た
ち
が
感
じ
る
ほ
ん
と
う
の
色

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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オザックス株式会社

ブラザーズ5  セカンドシングル大好評発売中!ブラザース5 「Billboard Live OSAKA」 ライブ開催！
実力派男性シンガー5人からなる
話題のスーパー・ユニットが
懐かしい青春ポップスで彩る
大阪のプレミアム・ステージ!!
ぜひお見逃しなく!

【日時】2015年5月23日（土）
【会場】Billbord Live Osaka 
【時間】
〈1部〉開場15:30  開演16:30
〈2部〉開場18:30  開演19:30
【料金（税込）】
自由席：10,000円
カジュアル席（1Drink付）：8,500円

【予約受付開始】
BBL会員：3/16（月）  一般：3/23（月）

【ご予約・お問合せ】
Billbord Live Osaka
TEL 06-6342-7722

ばんばん公式HP＆Facebook

【初回生産限定盤】
CD+DVD2枚組　¥1,800 （税込）

【通常盤】CD　¥1,200 （税込）
〈CD内容〉
1.入っておいで この里に
2.この街で
3.地球が生まれた日
4.入っておいで この里に（オリジナル･カラオケ）

5.この街で（オリジナル･カラオケ）

6.地球が生まれた日（オリジナル･カラオケ）

〈DVD内容〉  ※通常版にDVDは付属しません。

1.入っておいで この里に（MUSIC VIDEO）

2.この街で（MUSIC VIDEO New Ver.）

3.地球が生まれた日（MUSIC VIDEO）

　京都の花街、宮川町の一角にある、「VELVETS
倶楽部CAFE」。実はこの店、ばんばさんの中学か
らのバンド仲間、山下さんが経営するバーなので
ある。「いつもみんなで集まると、どこかの飲み屋
に行くのが面倒くさくて。“お前、店やれよ”って
言ったのがきっかけかな（笑）」。
　ばんばさんが中学時代に結成したバンド
「VELVETS」。当時活躍したdoo-wopの有名バン
ドの名前に由来するのだそう。「'64年のビートル
ズの武道館ライブに、退学覚悟で行ったのも、こ
の仲間とやったね」。キャッツアイ、プレイスポ

ット、ナイト＆デイ…。かつて京都に
あったライブハウスに通い、笑って
遊んだ仲間たち。放課後は西陣に
あるバンマスの辻さん宅の蔵を
練習場所にし、ロックンロー
ルにのめり込んだ。彼らが
今もまだここに集い、時
には楽器を奏でながら飲
み、語り合う。肴は、山下

さんの妹、恵美さんが作るおばん
ざい。これがまた、抜群に美味しい！

「まだこんな風に集まれるなんて、最高の道楽ち
ゃうかなぁ」。しみじみと語るばんばさんの目は少
年のようにキラキラと輝いていた。

VELVETS 倶楽部 CAFE
京都市東山区宮川町松原東入る弓矢町26
TEL 075-551-2489
17：00～25：00／不定休

ビートルズとストーンズを
追いかけていた、
あの日のままの、僕の京都です

eat+drink
生まれ育った京都に現在もお住まいのばんばひろふみさん。

地元を忠実に受け継ぎながら、歌い続けるシンガーのオリジナルな

フィルターを通して、素敵な京都の情報を教えていただきます！

「不良少年の延長かなぁ（笑）。

いつも、ほっと落ち着けるのが

この場所なんやね」

ホームページ Facebook

（左から）リードギター山下さん、サブギター伊吹さん、ギター
ボーカルばんばさん、サブボーカルの大和さん。カウンター
から笑顔を届けるのは、山下さんの妹さん、恵美さん。
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田舎生活サポート事務局（有限会社原田商店） 
京都府綾部市駅前通70／TEL0773-42-0823／FAX0773-42-0806／Mail：info@inaka-seikatu.com／定休日：水   http://www.inaka-seikatu.com/

竹松うどん
京都府綾部市志賀郷町儀市前13
TEL0773-21-1665／定休日：7と8と9のつく日
11時～15時／P有
http://mensoule.seesaa.net
4～12月の5のつく土・日・祝に
小さな手作り市「たけマルシェ」を開催！

VOL.2

「竹松うどん」

１９６５年、京都府綾部市生まれ。「半農半Ｘ（エックス＝
天職）」コンセプトを２０年前から提唱。個人から市町村
までのＸの応援（Ｘデザインのワークショップや講演など）
がライフワーク。著書に『半農半Ｘという生き方　実践
編』（半農半Ｘパブリッシング）『半農半Ｘという生き方
【決定版】』（ちくま文庫）など。『半農半Ｘという生き方』
は中国語訳され、台湾、中国でも発売されている。総務
省地域力創造アドバイザー。

塩見直紀（しおみなおき）  
半農半Ｘ研究所代表

×

案
内
人

塩
見
直
紀

地元に愛されつつ、遠くからファンもやってくる竹松うどん
のことをぼくは「アート系うどん屋さん」と呼んでいます。陶
芸家の奥様は「陶芸のメッカ」の益子にいたアーティスト。
センスのよい店づくりも逸品で、お店はギャラリー空間とし
て、地元作家の個展を開いたり、応援活動もされていま
す。若い主人の竹原さんはこだわりのうどん職人であると
ともに、人と人をつなぐコミュニティデザイナー、そして社
会起業家だと思っています。

4月から毎月、ローカルビジネスデザ
インスクールを綾部で開催します。
関心のある方は塩見直紀のブログ
をご覧ください。
http://plaza.rakuten.co.jp/simpleandmission/

「
田
舎
で
も
商
売
し
て
い
け
る
よ
っ
て

い
う
の
を
見
せ
た
い
で
す
ね
」。

　

綾
部
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、山
と
田
園
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
里
山
だ
。手
打
う
ど
ん

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
の
脇
に
、薪
が
び
っ
し
り
と

積
み
上
げ
ら
れ
、平
屋
の
赤
い
屋
根
に
は
煙
突

が
見
え
る
。５
年
前
、町
の
中
心
か
ら
遠
く
離

れ
た
志
賀
郷
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
竹
松
う
ど

ん
」は
、薪
釜
で
湯
が
い
た
本
場
讃
岐
仕
込
み

の
本
格
手
打
ち
う
ど
ん
の
お
店
。は
る
ば
る
遠

方
か
ら
も
う
ど
ん
通
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　

当
初
、店
主
の
竹
原
友
徳
さ
ん
が
譲
り
受
け

た
場
所
に
あ
っ
た
古
い
蔵
を
店
舗
と
し
て
活
用

し
、窓
を
備
え
て
床
も
作
り
直
し
た
。竹
原
さ

ん
は
、元
来
の
う
ど
ん
好
き
と
旅
好
き
が
高
じ

て
、大
学
卒
業
後
、う
ど
ん
の
手
打
ち
全
国
行

脚
に
赴
く
。「
軽
バ
ン
に
う
ど
ん
道
具
一
式
積
ん

で
、う
ど
ん
を
売
っ
て
回
っ
た
ん
で
す
」。２
年
が

か
り
で
全
都
道
府
県
を
制
覇
。各
地
で「
う
ど

ん
を
食
べ
る
会
」を
開
い
て
も
ら
い
、旅
の
資
金

を
賄
っ
た
。本
場
讃
岐
で
修
行
し
た
経
験
を
糧

に
成
し
遂
げ
た
こ
の
旅
で
、田
舎
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
の
難
し
さ
、何
よ
り
そ
の
楽
し
さ
を

肌
で
感
じ
た
と
言
う
。そ
し
て
、店
を
す
る
の
は

地
元
で
、と
決
め
て
い
た
彼
に
嬉
し
い
驚
き
が
。

他
都
市
か
ら
志
賀
郷
に
移
住
す
る
ア
イ
タ
ー
ン

が
、既
に
何
例
も
実
現
し
て
い
た
の
だ
。和
紙

職
人
や
ガ
ラ
ス
工
芸
家
、大
工
さ
ん…

。

　

日
本
の
原
風
景
と
も
言
う
べ
き
豊
か
な
自

然
環
境
と
地
域
の
歳
時
記
、他
者
を
す
ん
な
り

と
受
け
入
れ
る
土
壌
に
魅
せ
ら
れ
た
移
住
者

と
と
も
に
、元
気
な
田
舎
の一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
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フットクリエイト

京都市下京区間之町通上珠数屋町下
ル打越町318／☎075-365-3748
／ 10時～ 18時（予約の場合～20
時）／定休日：月・祝（4月より日・
月・祝）www.footcreate.com

仕事のときに履くパンプスや革靴はもちろん、
オフタイムの町歩き、野歩きに履く靴も、足の健康を考えて選びたいもの。

疲れや痛みを起こさず、快適に歩ける1足を見つけましょう。

疲
れ
や
す
さ
の
原
因
は
、

足
ア
ー
チ
の
低
下

大
学
に
お
勤
め
の
竹
中
好
恵
さ
ん
。
同

僚
が
フ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
で
選
ん
だ
、
足

に
負
担
を
か
け
な
い
お
し
ゃ
れ
な
パ
ン
プ

ス
を
履
い
て
い
る
の
を
見
て
、「
私
も
相
談

し
た
い
」
と
来
店
。「
甲
高
、
幅
広
で
、
合

う
靴
が
な
く
て
。
信
州
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に

行
く
予
定
が
あ
る
の
で
、
地
道
を
長
時
間

歩
い
て
も
快
適
な
靴
が
ほ
し
い
」
と
の
こ

と
。
ま
ず
は
ス
タ
ッ
フ
の
櫻
井
一
男
さ
ん

に
、
フ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
足
を
計
測
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
土
踏
ま
ず
の
部
分
が
、
や
や
低
い
で
す

ね
。
土
踏
ま
ず
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
目
を

し
て
い
ま
す
。
疲
れ
て
こ
の
ア
ー
チ
が
下

が
っ
て
く
る
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
き
か
な
く

な
り
、
余
計
に
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
同

じ
よ
う
な
役
目
が
、
足
指
の
付
け
根
部
分

に
も
あ
り
ま
す
。
第
二
指
の
付
け
根
が
ア

ー
チ
の
頂
点
と
な
っ
て
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
竹
中
さ
ん
の

場
合
、
こ
の
真
ん
中
の
部
分
が
低
く
、

落
ち
込
ん
で
い
る
た
め
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
役
割
が
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん
。
地
面

に
当
た
る
と
こ
ろ
は
痛
み
を
感
じ
や
す

く
、
ま
た
衝
撃
が
足
に
伝
わ
り
や
す
く
、

疲
れ
も
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
」。

歩
く
た
め
の
道
具
と
し
て

靴
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切

「
ア
ー
チ
の
低
下
が
進
む
と
、
足
の
横
幅

が
広
が
っ
て
き
ま
す
。
靴
が
合
い
に
く
い

な
と
思
う
と
き
は
、
す
で
に
ア
ー
チ
が
落

ち
て
い
る
可
能
性
も
。
ア
ー
チ
が
さ
ら
に

下
が
る
と
、
指
が
内
側
に
引
っ
張
ら
れ
、

ひ
ど
く
な
る
と
外
反
母
趾
に
。
足
指
は
で

き
る
だ
け
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
お
い
て
ほ
し

い
の
で
、
靴
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
つ
ま
先
が

ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
（
オ
ブ
リ
ー
ク
状
）

を
。
さ
ら
に
一
番
長
い
指
か
ら
つ
ま
先
に

1
〜
1.5
㎝
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
状
態
が
望

ま
し
い
で
す
」。

竹
中
さ
ん
の
履
い
て
き
た
靴
を
見
た

櫻
井
さ
ん
は
、「
こ
の
靴
は
ク
ッ
シ
ョ
ン

が
な
い
の
で
体
に
衝
撃
が
伝
わ
り
、
痛

み
が
出
た
り
、
体
も
疲
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
歩
く
た
め
の
道
具
と
し
て
の

靴
選
び
と
、
中
敷
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

中
敷
き
の
凸
凹
の
部
分
で
足
ア
ー
チ
を

支
え
る
の
で
す
。
ア
ー
チ
が
機
能
し
て

い
る
状
態
と
い
う
の
は
、
足
が
効
率
よ

く
使
え
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
ち
ゃ
ん
と
効

く
状
態
。
そ
の
状
態
を
保
つ
こ
と
に
よ

り
、
無
駄
の
な
い
、
そ
し
て
負
担
の
な

い
歩
行
が
で
き
ま
す
」。

櫻
井
さ
ん
お
薦
め
の
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス

の
靴
が
気
に
な
る
竹
中
さ
ん
。「
ゴ
ア
テ

ッ
ク
ス
は
蒸
れ
に
く
く
快
適
で
、
実
用

的
。
デ
ザ
ー
ト
ブ
ー
ツ
仕
様
の
こ
の
靴

は
、
足
で
地
面
を
し
っ
か
り
と
ら
え
る

こ
と
の
で
き
る
特
殊
構
造
を
も
ち
、
地

道
を
歩
く
の
が
楽
し
く
な
り
ま
す
」。
履

い
て
み
て
即
決
の
竹
中
さ
ん
。
快
適
な

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
な
り
そ
う
で
、
信
州

行
き
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
ね
。

足の健康を考えた靴選びで

オンもオフも快適に過ごす

～足の健康にもファッションにもこだわりたい方へ～

親指部分に厚みをもたせた
設計で、おしゃれなのにら
くちん。3.8㎝のヒールで
スーツでもＯＫ。就活にも
おすすめです。ヨネックス
ＬＣ67　13000円（税別）

地下足袋の原理から、足の骨
の構造をもとに開発された
ソールデザイン。足本来の
機能を効果的に発揮。アサ
ヒウォークランド 16000 円
（税別）

地地地
ののの
ソソソ
機機機
ヒヒヒ
（税（税（税
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「鞍ポシェット 2WAY」￥26,460
いたがきの代表作 “ 鞍シリーズ ” の入門編、鞍ポシェットは
肩バンドを外してベルト通しをつけるとベルトポーチにも早
変わりする便利な一品。スマホやパスケース、キーケースな
ど常時携帯する小物の収納に役立つ小さく薄型のポシェット
で、軽装の夏、コートを着る冬にも活躍するはず。

住所、氏名、年齢、メールアドレスを表記して、
上記アドレスまでメールでご応募下さい。
当選者にはいたがきより招待券をお送りいたし
ます。

　
北
海
道
赤
平
市
で
鞄
工
房
を
営
む
「
い
た
が
き
」
は
1
9
8
2
年
の
創
業

以
来
、「
タ
ン
ニ
ン
な
め
し
」
の
革
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
。
タ
ン
ニ
ン
な
め

し
は
、
天
然
の
渋
に
牛
皮
を
つ
け
込
む
伝
統
的
な
革
の
製
造
方
法
。
化
学
薬

品
で
な
め
す
革
に
比
べ
て
硬
く
、
加
工
も
格
段
に
難
し
い
が
、
型
崩
れ
せ
ず

耐
久
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
長
く
使
う
道
具
に
は
最
適
の
素
材
だ
。
創
業
者
・

板
垣
英
三
の
ポ
リ
シ
ー
「
人
生
を
と
も
に
す
る
鞄
作
り
」
を
受
け
継
ぎ
、
こ

の
革
で
丁
寧
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
製
品
は
使
い
込
む
ほ
ど
に
手
に
馴
染
み
、

長
年
愛
用
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　
本
物
を
作
る
そ
の
技
と
心
は
、
あ
ら
ゆ
る
製
品
に
生
き
て
い
る
。
鞄
は
も

ち
ろ
ん
小
物
も
一
切
の
妥
協
な
く
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
春
、
社
会
人
に
な
る
方
々
に
ふ
さ
わ
し
い
、「
名
刺
入
れ
」「
ビ
ジ
ネ
ス

ベ
ル
ト
」「
パ
ス
ケ
ー
ス
」
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
イ
テ
ム
も
多
数
取
り
揃
え
て

い
る
。
新
社
会
人
が
、
多
く
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
輝
き
を
増
し
て
い
く
よ

う
に
、
い
た
が
き
の
製
品
も
長
く
大
切
に
使
う
ほ
ど
に
タ
ン
ニ
ン
な
め
し
の

革
が
馴
染
み
、
愛
着
が
増
し
て
い
く
。
あ
な
た
の
活
躍
を
心
か
ら
応
援
し
、

あ
な
た
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
本
物
を
︱
。

　
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
鞄
い
た
が
き
京
都
御
池
店
ほ
か
全
直
営
店
で
は
「
新

社
会
人
応
援
フェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
る
。
3
月
1
日
〜
4
月
30
日
ま
で
の
期

間
中
、
新
社
会
人
に
な
る
証
明
を
提
示
、お
客
様
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

店
内
商
品
を
10
％
オ
フ
で
提
供
す
る（
一
部
対
象
外
品
あ
り
）。
い
た
が
き
の

こ
だ
わ
り
と
技
が
生
ん
だ
本
物
を
、
ぜ
ひ
手
に
し
て
欲
し
い
。

あ
な
た
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
本
物
を
。

京都御池店「ものづくり教室」招待券ペア2組様ご招待！
どなたでも簡単に革小物作りを楽しんでいただけます。

開催日時：4月18日（土）11時～・13時～・15時～の3回開催

応募先　kyoto@itagaki.co.jp まで

応募締切  2015年3月31日

鞄いたがき　京都御池店
京都市中京区御池通堺町西入 Mezzo御池1F・
2F（地下鉄烏丸線「烏丸御池」駅①番出口より東
へ徒歩3分）／TEL 075-222-5656／11時
～19時／火曜休／www.itagaki.co.jp
※お買い上げの製品には無料でお名前の刻印を
致します。詳しくはお問合せください。

左上から時計まわり 「かぶせポケット付ポーチ」（￥29,160）
「メンズベルト」（￥15,120）・「ブックカバー文庫サイズ」（￥7,560）
「名刺入れ」（￥8,640）・「2 つ折パスケース」（￥9,180）
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京都市左京区下鴨宮崎町119-1
075-781-0688／11時～18時／
定休日：火（水は予約営業）
www.db-hamano.com/

幅14×奥行10～11×高さ11cm

フ ッ ト ラ イ ト

照明のシェード１つで、お部屋のイメージは変わ

るもの。アンティーク家具の専門店、浜野が提案す

るフロアスタンド、テーブルスタンド、フットライ

トは、ひとつずつ職人の技が光る国産の手造り品。

傘の骨組みが無い単純なドーム型のものが多い昨今、

骨の内張りまで丁寧に仕上げたシェードは、どこか

やわらかく暖かみのある光に感じさせる。また、フ

ロアスタンドはシェードの生地を自由にセレクトで

きるのも嬉しいところ。リバティやモリスなど、草

花や樹木をモチーフにしたファブリックから、自分

のお気に入りを部屋のインテリアにしてはいかが？

ずっと
一緒に暮らすモノ。ずっと
一緒に暮らすモノ。

直径40cm　高さ160cm

フ ロ ア ス タ ン ド

テ ー ブ ル ス タ ン ド

各種：¥92,000（税抜）

Liberty
Felix Raison

Liberty
Kate Ada

Liberty
Floral Mawston Meadow

Liberty
Kate Nouveau

Liberty
September Roslynd

William Morris
Fruit

William Morris
Michaelmas Daisy

William Morris
Michaelmas Daisy

William Morris
Willow Bough

William Morris
Strawberry Thief

（紫 /青）

お好みの生地で！　
別注布シェード製作代¥47,000（税抜）より

〈シェードのみ国産〉

直径　26cm　高さ　46cm

¥25,000（税抜）

〈国産〉

¥36,000（税抜）
¥36,000（税抜）

〈国産〉

各種：¥5,800（税抜）

家具の浜野

直径33cm　高さ57cm
直径27cm　高さ55cm
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祇園 喫茶 Rinken
京都市東山区祇園町北側347-10クレージュ
パート2ビル B1・1階/☎075-561-9016/
月~水:12時~23時・金土12時~翌2時・
日祝日12時~17時/定休日 :木
アルバイト随時募集中

　

13
世
紀
半
ば
、ベ
ル
ギ
ー
南
部
の

街
デ
ィ
ナ
ン
の
レ
フ
修
道
院
で
作
ら

れ
、修
道
士
た
ち
の
宝
物
と
呼
ば
れ

た
ビ
ー
ル
が
、長
い
年
月
と
紆
余
曲

折
を
経
て
、１
９
５
２
年
に
は
ビ
ー

ル
職
人
へ
と
そ
の
醸
造
法
が
伝
授
さ

れ
、今
で
は
世
界
中
で
名
声
を
集
め

て
い
る
。聖
杯
型
の
専
用
グ
ラ
ス
に

注
が
れ
る
の
は
、「
レ
フ 

ヴ
ィ
エ
ー
ユ・

キ
ュベ
」。手
間
と
時
間
を
か
け
て
、

と
い
う
そ
の
言
葉
通
り
、レ
フ
ブ
ラ

ン
ド
の
中
で
も
濃
厚
で
、麦
芽
の
甘

い
香
り
と
、オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
や
シ
ナ

モ
ン
な
ど
が
絡
み
合
い
、深
い
味
わ
い

が
楽
し
め
る
逸
品
で
あ
る
。

　

リ
ン
ケ
ン
名
物
の
ハ
ン
バ
ー
グ
と
と

も
に
い
た
だ
く
の
も
お
す
す
め
。４

月
に
は
2
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
も

開
か
れ
る
の
で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

「
レ
フ 

ヴ
ィ
エ
ー
ユ・
キ
ュベ
」の
美
味

し
さ
を
確
か
め
て
ほ
し
い
。

Gion Rinken Event Information

リンケン 芸舞妓パーティー

もっと多くの人が花街の文化に親めるようにとの
思いから始まったこのイベント。
五花街のひとつ、祇園東の芸舞妓さんによる踊
りやお座敷遊びが楽しめる。留学経験者の舞妓
さんによる、英語による所作や着物の説明もあ
り、外国人にも人気を呼んでいる。

vol.1

ベルギー伝統の修道院ビール「レフ ヴィエーユ・キュベ」

祇園で楽しむ大人のビール。
本当にうまい世界のビールをリンケンが紹介します！

RinkenWorld BeerColumn

3/27 FRI.
19時半～23時

2ドリンク付 5000円
5月にも開催、詳細は
リンケンweb gionrinken.com
にて、予約申込も可。
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ベジョータ 

ベジョータ                  大阪市北区梅田 3-1-3 ルクア 1100地下 2階／ 06-6151-1542 ／



日時　4月17日(金)18時～
場所　音戸山山荘　京料理畑善
料金　お１人様 15,000円
※上七軒の舞妓の舞踊もございます。

京
都
の
四
季
の
風
情
を
伝
え
る
音
戸
山
。

庭
園
か
ら
望
む
仁
和
寺
、
東
山
は
絶
景
で

訪
れ
た
客
人
が
、
皆
た
め
息
を
つ
く
ほ
ど
。

と
り
わ
け
、
春
の
し
だ
れ
桜
は
見
事
。

上
七
軒
の
舞
妓
の
京
こ
と
ば
を
聞
き
な
が
ら
、

山
荘
で
主
人
が
つ
く
る
、
手
間
隙
か
け
た
旬
の
京
料
理
を
味
わ
う
。

し
ば
し
喧
噪
か
ら
離
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
春
を
堪
能
で
き
る
だ
ろ
う
。

京都市右京区鳴滝音戸山町6-18
075-462-0109
11時半～15時
17時半～21時
定休日：火・第3月（祝日営業）
※完全予約制
www.hatazen.com

音戸山山荘
京料理  畑善
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TO GO!
ロティサリーチキン 終日OK

●ホール（1羽） ￥1780（￥1922）
●ハーフ（半羽） ￥890（￥961）

ランチタイム限定 11：30 ～ 15：00
●チキン＋サラダ＋ライス ￥722（￥780）

OPTION
●追加チキン1P +￥200（￥216）
●サルサ・メヒカーナ +￥100（￥108）
　（フレッシュトマトのソース） チキンにかけると美味しいよ。

●ハラペーニョピクルス  +￥100（￥108）
　チキンのアクセントにどうぞ。

＊焼き上がりにお時間を頂くことがございます。
＊ ご来店前にお電話いただけますと、焼き上がり時間をお伝え
いたします。

＊チキンは、なくなり次第終了となります。

京都市下京区高辻通烏丸東入る 匂天神町642-3 ／ 
OPEN. 11：30 - 24：00 ／ CLOSE. 不定休
ランチ 11：30 - 15：00（ラストオーダー14：30） ／ 
ディナー 17：00 - 24：00（ラストオーダー23：00）

お問い合わせはこちら

TEL.075-352-0585

ロティーチキン&ジャッキータコス

編集後記

大好きな祗園のイタリアンが３月に閉店する。私がとくに
好きだったのは雲丹のクリームパスタとレモンと香草でい
ただくカツレツ。ローマ仕込みの本格的なイタリア料理は、
またどこかで味わえるのだろうか。また行きつけのお店が
１つなくなるのがとても淋しい。

ハンケイ500m　編集長　円城新子

今年は何を始めようか。春は何かを始めたくなる季節だ。
部屋の模様替えか、途中で放り出してしまっているアロマ
の資格のお勉強？1番の急務は酷くなった腰痛を解消する
ため筋力アップ！ 運動を開始するかな。　　

制作ディレクター　中山みゆき

今号発刊の頃になって、ようやく春が近づいてきてくれ
た。お天気の日の夕方ごろの、日が長くなっていること
や、丁度いい“ぬくたさ”を感じると、やっぱり嬉しい。
冬の後に春、つくづくよくできていると思う。

営業ディレクター　篠本暁人

企画・編集・営業・制作：
株式会社 union.a

デザイン・データ制作：
A-vik・八木義明

印刷：
株式会社アイ・サポート
大日本印刷株式会社

配布協力：
株式会社実業広告社
カネヨシ商事株式会社
Kiyu工房
京都館

協力：
京都市交通局

撮影：
モスグリーンスタジオ

表紙絵・ロゴデザイン：
森  華

誌面デザイン・ライティング:
こうめ工房
HON DESIGN
もりはな組
Design Maple
北原靖浩

荒木桃子
呉　玲奈
堂下まみ子

www.hankei500.com

市営地下鉄ラック以外の設置箇所の確認や
バックナンバーはHPからどうぞ！

s t a f f

真ん中の方に。
次号は2015年5月10日発行予定です！　

京おんなクイズ

応 募 先 : answer@hankei500.com
締め切り: 2015年５月１日am0:00
前回の答　●問１ 奈良県　●問2 畑かく or 十祇家

出題2問の答えと、① 年齢性別 ② ハンケイ５００ｍの入手場所 ③ 面白くなかった頁 ④ 面白
かった頁、その他感想やご意見などございましたらお書き添えの上、応募
先までメールをご送信ください。正解者には抽選でいずれかの商品
をプレゼントいたします。当選者には直接メールにてご連絡いたし
ます。※応募の段階で名前や住所などの記入の必要はありません。

ハンケイ500mとお子さんが一緒に写った可愛らしい写
真を募集中！コーナーに掲載させていただいた作品には、
union affinity からプレゼントを差し上げます！

vol.24  2015年3月13日発行 

・ばんばひろふみさんがアマチュア時代から組んでいるバンド ………… 1名様
VELVETSのオリジナルTシャツ
・昨年12月にオープンした「まんざら亭 烏丸七条」で使える、…………… 1名様
5000円 食事券

本物を知る京おんなが本誌の内容から２問を出題します！答えは必ず、本誌に書かれています。
じっくり読んで、答えて下さいね！

問題を解くと素敵なプレゼントが当たります！

動きに規制が無いので、幅広い表現力が身につく司モダンバレエ教室。本年
３月末に発表会が催される会場は？

あやなちゃん
（11ヶ月）

なんや、
ちょっと後ろの方、

デザイン
変わったな

●小学校入学までのお子様が、ハンケイ500mと絡んでいる写真データを下記まで送って下さい。
ハンケイ500mと並ぶ、持つ、触るなど、どんな絡みでもOK！選ばれた作品はお名前（ペンネー
ム可）と共に次号で掲載します。●できるだけ画質の良い横イチ写真をご送信ください。参考：
350dpi以上●写真データは今企画以外で一切使用致しません。●応募先 info@hankei500.com

ハンケイ500m 
CHILDREN !

アンティーク家具の専門店、浜野ではシェードの生地が自由に選べるお洒
落な照明がある。さてその照明の名前は？問1

問2

ハンケイ500mの
クオリティアップに
ご協力ください！

本気で求めています、
生の声を！

京都館イベントニュース

京都館 〒104-0028  東京都中央区八重洲2丁目1番1号ヤンマー東京ビル1F
TEL 03-5204-2260　FAX 03-5204-2266 【営業時間】10:30～19:00 
【休館】3月、9月の最終水曜日／年末年始（12月30日～1月3日）http://www.kyotokan.jp/

東京で京都の
情報をゲット！

桜を愛でる
3月1日（日）～31日（火）
「可愛い桜」「華やかな桜」「美味しい桜」…、桜
にまつわる菓子、工芸品などが一堂に揃う。

春到来 六兵衞窯の清水焼
3月4日（水）～31日（火）
江戸後期創業の六兵衞窯。今回は、春の訪れを
感じられる祇園花街をモチーフとした小皿や、
桜・京野菜の箸置き、赤絵のぐい飲みなどが揃う。

琳派400年を記念した新柄、新作を発表！

パゴン「琳派」アロハ＆カットソー展
3月27日（金）～29日（日）
2015 年、京都では琳派400 年の記念として祝祭
が展開される。今春は、細見美術館蔵・神坂雪
佳「金魚玉図」をはじめ、琳派の流れを汲む新柄・
定番柄を取り揃えた新作を紹介。
○問パゴン本店　☎075－322－2391　
HP http://www.pagong.jp

京都の技術

着物シミ抜き・染替え相談会
3月12日（木）～15日（日）
京都の伝統技術を駆使して大切な着物が甦える。
寸法直しや仕立替えなどトータルに相談できる
のでぜひ立ち寄ってみたい。

3月1日（日）～31日（火）

タコスが
美味しい

40
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トヨタ博物館カレー

Car-fanキッズ・ソックス

トヨタ博物館内にあるレス
トランAVIEWで人気のカ
レーを再現したレトルトカ
レー。味はビーフカレーの
甘口、辛口、チキンカレー、
野菜カレーの4種類。
クラシックカーのパッケー
ジが素敵！

トヨタスポーツ800からアクアまで人気の
７車種をデザインした、カラフルでかわいい
キッズソックス。車好きのお子さまへの
プレゼントにいかが？

かわいいパッソの
試乗もできます！

クルマともっと仲良く。トヨタカローラ京都のカーグッズ通販

ねっきーとちえちゃ
んのオススメ！

かずきちゃんとあおいちゃんオススメ！

なっちゃんのオススメ！

① ご利用規約と会員情報の
取扱いに同意
②会員情報を入力
※ この頁下記にある、お近くのトヨタカロー
ラ京都のお店を選択して下さい！

③会員情報を確認
④登録完了

今すぐ登
録

今すぐ購
入

URL：hapikara.jp

大きな牛肉がいっぱい！
ちょっと辛めだけど、
味わい深い
美味しさです！

トヨタ博物館　
オリジナルプルバックカー
車好きにはたまらないトヨタ往年の
名車ミニカーは、トヨタ博物館のお
みやげ、グッズ部門売上NO1の人
気商品。全車種を揃えたくなること
間違いなし！

可愛いので
インテリアにも
いかが？

マニアックな
ミニカー好きにも
好評！

履くと立体的に
なって、
走りだしたく
なるかも！

今評判の
トヨタ博

物館

ミュージ
アムショ

ップの

人気グッ
ズを紹介

します！

トヨタ博物館　とよたはくぶつかん

愛知県にあるトヨタ自動車創立50周年記念事業の
一環として建設された自動車に関する博物館。
愛知県長久手市横道41-100／0561-63-5151

大津市の
琥珀ちゃん

車内でのペットや

お子さんのナイスショットを

送ってください！

お名前、ご住所、ご連絡先を明記の上、
宛先nagomi_project@corollakyoto.co.jpまでお送り下さい！

ハンケイ500m に
掲載しま～す！

箱ごとレンジで
OK！簡単なのが
いいですね！
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昔づくりさいしこみさしみ醤油は、
麹を塩水に仕込んで一年熟成させた生醤油にもう一度麹を加えて

約二年間かけて熟成させたこだわり醤油です。
まろやかでコクがあり、塩分も控えめなので、さしみはもとより

かけ醤油や煮物にも御利用いただけます。 

京都市北区鷹峯土天井町21
（市バス土天井町停留所よりすぐ）

☎075-492-2984／9時～18時
店休日：12/30～1/5
www.matsunoshouyu.co.jp

ははははははははは、、、、、、
てててててててて
すすすす。。。。
りりりりりりりりり
。。。。。 

さしみ醤油 
180ml 瓶 …………334円
360ml 瓶 …………594円


